
祭 における神の 象徴 

神 の 解 観 表 、 す で な 
の 偶 が た 金 塊、 る あ が 人 
神 像 不 と 的 と 場 り ら 間 

の 

    
  

の 

  

か 偶 曳 ば も っ 現 象 い 感 
ら 像 建 ね め て し 徴 る 覚 
聞 に 夫 る で 、 て の 表 的 
き 他 は 山 あ 象 象 形 象 認 
山 昇 そ 形 る 微 微 成 駒 識   

と の 菱 川 を て く 除 が 象 
し 此 現 オ 忘 の り 外 あ 的 
た 界 と オ れ 押 出 さ る な 

。 の し ギ て は す れ 。 概 

  
待 に 」 で すも ろ象ぃそ なえが徴表 あ の 家、 誠   

て と を し 外 こ 過 識 び 
村 の 放 て 部 こ 程 お そ 
人 定 案 理 か で に よ の 
に 議 し 解 ら は は び 中 
は な て し く 表 、 樹 間 
そ 与 し な る 象 あ 念 に 
ね え ま け よ や る 的 感 
に 、 つ れ ぅ 概 も 認 覚 

に 念 の 識 的   み は を を な 
る ギ 彼 ら ぇ 認 、 表 前 特 

て 識 、 象 提 殊 
も と と と 性 

、 し の し を   
無 さ オ が もて と、 連 想 てあ 成る 
で れ ギ   も 象 か 上 程 
あ た サ 象 と 徴 ら す 度 
る 他 マ 徴 人 は 象 る と 

。 界 が の 間 そ 徴 も ど 
オ の 神 理 の の と の め 

 
 

１
１
黒
川
オ
オ
 
ギ
祭
｜
｜
 

中
 

牧
 

弘
允
 

  ( 毬 9) 



 
 

 
 

か
ら
物
自
体
に
ひ
 
き
 ず
り
お
ろ
し
て
解
釈
を
試
 る
 。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
と
い
う
も
の
で
あ
 

し
か
し
神
で
あ
る
 

憶
 
一
気
に
神
を
概
 

い
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中
区
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図
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組
織
さ
れ
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る
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新
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な
っ
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ら
山
形
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望
め
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出
羽
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家
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一
 
p
 当
り
約
一
・
 

 
 

 
 

ね
 、
行
政
的
に
は
上
図
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

移
る
こ
と
に
す
る
。
 

二
黒
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オ
ギ
祭
 

 
 

 
 

は
オ
オ
ギ
サ
マ
 は
抽
象
 

 
 

 
 

と
し
て
、
す
な
わ
ち
 
抽
 



こ
 
き
よ
う
 

 
 

 
 

新
客
の
座
入
り
が
認
め
 

（
 
ヶ
 
1
 
）
 

あ
が
 

 
 

 
 

・
下
座
の
当
人
に
国
司
 

 
 

 
 

ギ
 祭
は
豆
腐
祭
の
異
名
 

 
 

 
 

年
 ）
を
 三
 ?
 四
日
も
か
 

 
 

 
 

で
 「
シ
メ
 掛
祭
 」
（
 
神
降
 

 
 

 
 

は
 再
び
神
社
で
「
 宮
 上
 

あ
が
 

 
 

 
 

い
、
棚
を
こ
し
ら
え
た
 

 
 

 
 

あ
と
、
鏡
餅
が
拝
殿
に
 

ざ
 じ
ゅ
う
 

 
 

 
 

他
 座
の
主
だ
っ
た
家
に
 

 
 

ま
わ
る
。
 

 
 

 
 

て
い
る
間
、
当
屋
で
 

 
 

 
 

オ
オ
 ギ
サ
マ
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拝
殿
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後
を
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オ
オ
 ギ
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に
担
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が
そ
の
あ
と
に
 

 
 

 
 

持
を
従
え
て
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ォ
 ギ
 

 
 

 
 

場
ム
ロ
 
は
大
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恭
 

什
一
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捷
爬
に
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れ
る
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ま
も
な
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供
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て
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存
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る
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上
り
な
さ
り
ま
せ
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と
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し
 

 
 

 
 

 
 

い
で
座
乗
に
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し
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当
人
に
挨
拶
を
し
た
後
、
 

 
 

 
 

鹿
狩
り
」
が
あ
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、
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の
当
人
が
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に
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と
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い
よ
祝
宴
が
開
 

 
 

 
 

当
 な
と
こ
ろ
で
切
上
げ
 

て
 帰
宅
す
る
。
 

 
 

 
 

る
 演
能
は
夕
刻
六
時
 

 
 

 
 

を
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一
し
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い
る
よ
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開
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れ
た
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オ
ギ
サ
マ
 

 
 

 
 

を
は
さ
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で
、
徹
夜
で
 

 
 

 
 

の
 終
了
後
能
舞
台
に
座
し
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祭
  

 

 
 

に
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が
れ
た
 ォ
ォ
ギ
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か
ら
来
年
の
当
屋
に
 

 
 

 
 

。
下
座
は
榊
屋
敷
の
奥
 

 
 

 
 

下
座
ょ
り
や
や
遅
れ
て
 

 
 

 
 

対
す
る
返
礼
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

オ
ギ
サ
マ
 は
神
社
鳥
居
 

 
 

 
 

提
灯
持
の
順
序
で
神
社
 

 
 

 
 

駈
け
出
し
、
左
右
の
狭
 

 
 

 
 

」
で
あ
り
、
上
座
の
勝
 

 
 

 
 

衆
 」
が
と
り
囲
み
、
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て
 下
座
の
順
に
奉
納
す
 

 
 

 
 

い
ろ
。
脇
能
の
あ
と
、
 

 
 

 
 

了
 後
に
は
万
雷
の
拍
手
 

と
 :
 
ろ
ぶ
つ
 

そ
 
<
 

 
 

 
 

前
仏
則
の
翁
を
舞
い
、
 

 
 

 
 

が
 神
前
の
膳
に
つ
く
。
 

 
 

 
 

衆
 に
助
げ
ら
れ
て
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ォ
 

 
 

 
 

。
若
者
達
は
棚
の
上
に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
々
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形
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で
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肴
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マ
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に
上
げ
た
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さ 合 っ 正   
れのた時生 に 関 座もすわ放神の のそろっは社で 上 座 
た ょ 家 代 家 孫 家 も 。 て 上 は あ と 

も う は に に な が 上 奏 い 歴 戦 る 下 
の に 、 こ 戻 く   
で "  "  - 

  
  
そ 係 は 改 を 本 に 分 岐 縁 下 村 と 構 

  

  
引 組教 ホ 

  
理 す 。 る 婿 う に 境 地 、 で の さ も 

  
っ 、 し に の っ す 今 な 地 ら を 神 く 

  
・のた 下 者。 本 員 川 の 流 縁 稜 威 も 度 ギ 
座 が 新 人 と で と に の の と 副 に 祭 
は 妻 た は し は 推 は 二 新 し 次 従 の 
当 の に 生 て 公 案 下 っ 興 て 的 っ 祭 

  佳 人為 織 の近 に居 座に にな した る。 家が 理に に分 。昭 割 し 任 役 は 

的 く を 属 る 場 現 参 ょ 家 相 か 員 座 
に に 定 し 資 今 在 い っ し 四 果 が の 

  
的 橋 ょ た 失 、 区 か 属 が の い し を 
ほ え ぅ が わ 居 城 ら が 夕 座 。 て と 

  

      

座 
と 

神 
職 
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祭 における神の 象徴 

（
Ⅱ
 

H
 ）
 

て
 座
へ
の
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属
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定
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
 う
 。
 

 
 

 
 

な
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な
 5
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体
集
団
 

 
 

 
 

る
 当
人
で
あ
り
、
 能
座
 

の
長
は
世
襲
の
能
太
夫
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

座
 衆
の
中
か
ら
最
年
 

 
 

 
 

る
 義
務
と
資
格
を
有
す
 

 
 

 
 

者
が
三
日
の
当
、
次
が
 

 
 

 
 

屋
で
能
を
演
じ
た
の
で
 

 
 

 
 

等
の
奉
納
が
あ
り
、
 こ
 

 
 

 
 

る
 。
最
年
長
者
が
当
人
 

 
 

 
 

な
 配
慮
が
働
い
て
い
 

 
 

を
 無
事
済
ま
せ
て
、
隠
居
と
な
る
。
 

 
 

 
 

本
名
 泉
 ）
、
下
座
は
上
 

 
 

 
 

翁
を
 舞
 う
 家
が
別
に
世
 

 
 

 
 

金
石
、
下
座
は
五
十
余
 

 
 

 
 

他
 座
の
能
太
夫
か
ら
 伝
 

 
 

 
 

れ
る
興
行
は
、
能
太
夫
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座
の
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会
と
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て
 
9  (497) 



春
日
神
社
の
筆
頭
社
掌
は
代
々
 鍍
 特
大
膳
で
あ
り
 

民
部
藤
原
 京
 隆
か
ら
春
日
四
所
神
に
奉
仕
し
て
い
る
 

家
の
家
刀
自
（
主
婦
）
は
代
々
「
 榊
 」
と
い
う
名
で
 

（
 
杓
 
Ⅱ
）
 

家
柄
で
あ
る
。
 
榊
 屋
敷
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
 

（
㎎
）
 

て
い
る
。
現
在
巫
女
は
遠
藤
 孫
七
 家
か
ら
出
て
い
る
 、

初
代
勘
解
由
は
長
享
元
年
（
一
四
八
七
年
）
に
 黒
 

（
 
6
 ）
 

と
い
う
。
禰
宜
の
遠
藤
 重
 左
衛
門
家
も
古
い
家
柄
で
 

春
日
神
社
の
巫
女
職
を
勤
め
、
社
領
の
う
ち
か
ら
 一
 

寛
文
八
年
（
一
エ
ハ
二
八
八
）
の
文
書
に
ほ
神
主
大
膳
夫
 

が
 、
い
つ
頃
か
ら
そ
う
な
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
     夫 君 、 川 

に
 居
を
定
め
、
二
代
の
靱
時
 

代
々
神
社
に
奉
仕
し
、
遠
藤
 

三
斗
の
配
当
を
受
け
て
ぎ
た
 

、
社
人
士
左
衛
門
と
記
さ
れ
 

難
波
 甚
 九
郎
と
成
田
大
蔵
が
 

あ 9 座 ジ 神 二 人 の 
り 以 に 狩 ソ 座 っ 黒 と 性 
、 土 忌 り ザ に に 川 な 格 

普 要 わ の と 君 公 に っ を 
通 約 れ 際 は ぎ か は て も 

は す る 、 当 た れ 宮 い ち 
図 る 。 家 屋 い て 座 る   
サゴ Ⅱ と 号 で と 上 と 。 活 

b さ と の の 座 い 

れ 春 本 座 お あ ノ 動ム 

神 な 日 名 の 願 不 言 
い 神 で こ い 廃 棄 
が 社 こ と で   と も 

訃報 云 
土 

彩 め 
職 武 庫 なげ 度点 をさ ござ 呼ば 

口も 

な 
的 は 呼 す い れ れ さ 
に 相 さ 。 ま て ば れ 
区 対 る 

別 的 
さ に   各 
れ 独 、 ぅ ロ と と 

こ な 士 こ い 
座 

る 立 ひ よ 

時 し こ 用 を ろ う 

に 語述 が 呼 
独 

も た 立 
あ 上 も は べ 座 び の 

る 座 経 と   営 
と 下 の と オ の し 体 
い 座 長 官 モ 際 な で， 
え に で 座 テ に い あ 
る 分 あ の ザ は 。 @ 

  か 
れ   

座 を 能 格 と 率 
各 0 表 六 の し の 
  一 わ 夫 金 て 
の 

座 
負 す 毛 子 は 負 

座 
は 

担   金 

宮座 

あ と げ っ 日 （ 
る 考 る て 神 ザ 

で、 と え 異 オ 社   

あ 
る のら付モ 認 。 ねめテ の 座 り） 

と 識 6 座 ザ 」 と 

同 で、 出 
時 が 倒さこ面あ 。 の（ 
ヰァ ヒ 

演 
料 

能座 

  が 、 

ぃ 太 あ ジ そ 主 
で， な 
も る夫リ よ は 、 ンれ ザが 歳 
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祭 における神の 象徴 

日
 
神
の
象
徴
 

 
 

a
 
 オ
オ
ギ
サ
マ
 

㏄
 
4
 

 
 

 
 

る
 よ
 う
 に
五
木
の
紐
（
 

 
 

 
 

オ
オ
ギ
祭
 初
日
の
早
朝
 
1
 

 
 

 
 

 
 

下
座
の
二
家
は
禰
宜
家
の
分
家
で
あ
る
。
こ
の
よ
 

う
 

 
 

降
 
加
え
ら
れ
た
例
も
あ
る
。
 

 
 

に
 
属
し
、
巫
女
は
下
座
、
宮
出
仕
は
上
座
・
下
座
か
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

議
員
、
町
会
副
議
長
、
農
協
組
合
長
等
を
歴
任
し
た
。
 

 
 

社
 
で
の
神
事
・
 

宮
 
上
り
・
シ
メ
 

掛
祭
 
・
シ
メ
降
ろ
し
 

 
 

し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
る
。
 

 
 

奉
納
は
も
ち
ろ
ん
、
座
員
と
し
て
当
屋
の
振
舞
に
 

ま
た
 
オ
オ
ギ
 

祭
の
当
人
も
勤
め
る
の
で
あ
る
。
 

座
の
各
々
三
家
か
ら
 折
盛
 

に
 、
神
職
・
巫
女
な
ら
び
 

ら
 各
一
名
ず
っ
、
 折
盛
も
 

は
い
ず
れ
も
各
部
落
に
お
 

た
成
田
大
蔵
 は
 そ
の
当
時
 

の
 他
に
、
各
当
屋
に
お
い
 

下
座
を
超
越
し
て
存
在
 

参
列
し
点
呼
を
づ
け
る
。
 



踏
の
子
供
用
の
御
幣
も
同
時
に
作
ら
れ
る
が
、
 

開
か
れ
て
扇
の
よ
う
に
な
る
の
は
大
地
踏
の
時
 

デ
 シ
 に
戻
る
。
 

し
 、
正
面
構
の
狭
窓
か
ら
 オ
オ
ギ
サ
マ
 を
神
社
 

オ
オ
ギ
サ
マ
 の
形
状
の
変
化
は
お
よ
そ
以
上
 

か
ら
内
陣
横
の
狭
窓
を
通
し
て
出
す
際
に
は
、
 

な
 扱
い
と
は
言
え
な
い
。
 棚
 上
り
尋
常
 や
オ
オ
 

て
 は
参
拝
を
受
 け
 丁
重
な
扱
わ
れ
方
を
さ
れ
る
 そ

の
先
端
に
さ
す
 

だ
け
で
あ
る
。
そ
 

の
通
り
で
あ
る
。
 

三
度
回
し
て
少
し
 

へ
入
れ
る
際
に
は
 

ギ
 降
ろ
し
の
場
合
 

一
方
、
勝
負
事
の
 し 糸田   て 竹 

祭 は 
の 上   

も と 勝 め い 
最 盛 
後 が 

月 岡 負 、 方 0  曲 
い 様 事 し の 局 型 
ら な が か 面 面   
れ 板 行 る で て、 下 
る い わ 後 み   座 

。 方 れ に る ォ が 
上 る 、 出 と オ 山 
座 す 乱 す ど   ギ 型 
  る 暴 と う サ に 
下 。 と い な て な 
座 こ は ぅ る は っ 

の う 青 手 か 布 て 
オ し わ 続   を ぃ 
ォ て な を ォ る % １ 

ギ み か 経 オ が   

オ
オ
ギ
サ
マ
 が
 

れ
て
元
の
ボ
ン
 

ギ
サ
マ
 を
神
社
 

（
 
，
 ）
 

る
 。
こ
れ
に
 対
 

ま
で
も
丁
重
 

る
と
オ
オ
ギ
サ
 

サ
マ
 が
当
屋
で
 

（
 
丁
代
 
）
 

 
 

 
 

げ
ら
れ
る
。
 
尚
 、
大
地
 

 
 

布
は
翌
年
の
当
 

 
 

  雙 

オ オギ サマと 大地踏の稚児 

に
 神
社
か
ら
出
 

こ
で
新
し
い
 
シ
 

み
を
入
れ
た
も
 

デ
 の
か
た
ま
り
 

替
 」
（
更
衣
 祭
 ）
 

に
最
初
に
巻
ぎ
 

は
山
型
、
下
座
 

（
 
鉾
 ）
の
組
合
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
神
事
が
あ
り
、
古
い
 シ
デ
 は
取
り
除
か
れ
る
。
 棒
 

 
 

 
 

（
 
杓
 ）
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称
の
使
い
方
に
若
干
の
 
 
 

 
 

あ
る
。
こ
の
勝
負
に
は
 

 
 

 
 

き
た
均
衡
が
一
気
に
 
崩
 

 
 

 
 

び
 均
衡
が
回
復
さ
れ
 

 
 

 
 

均
等
二
分
の
関
係
は
 
、
 

 
 

勝
負
と
に
お
い
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

、
上
座
と
下
座
と
の
関
係
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
 

そ
れ
は
 各
 座
の
内
部
的
構
成
 

 
 

 
 

れ
に
近
 い
 概
念
と
し
て
「
面
 

 
 

 
 

も
ら
い
た
い
。
実
体
的
に
は
 

 
 

 
 

的
に
は
宮
座
と
 能
座
に
 区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
と
こ
ろ
で
、
オ
オ
 ギ
サ
て
 は
 

 
 

 
 

上
座
は
姉
で
下
座
は
妹
 

 
 

 
 

等
性
 が
貫
徹
さ
れ
て
 ぃ
 

 
 

 
 

い
 う
 意
味
を
含
ま
 

 
 

 
 

サ
マ
 を
遊
ば
せ
る
 

 
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

え
 。
は
、
オ
オ
 

ギ
サ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

。
上
座
と
下
座
の
 

と
 同
時
に
座
と
し
 

申
ん
、
レ
 

ト
よ
Ⅱ
 

と
い
 

マ
と
 

て
一
 

象
徴
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え の は の い わ れ ぅ ろ は し て 

し ば 同 と 扇 い お 市 
る 「 春 次 て 、 一 、 が も ぃ を   

と れ 川 ギ で 日 オ 神 、 る オ 案 オ か で 。 が 
な ば の サ 宿 神 ギ 社 オ こ ギ 休 ギ せ あ ボ れ 

サ 宮 オ と サ に サ な る ン た 社 扇とる の 。（ ） 2 4 王砥 ％を 6 じ マ 司 ギ か マ お っ い と デ 、 状 

と の サ ら が い は と 考 ン 態 最高 それ なり 様が 性の もの い 押 っ 藁 座、 て 、 い え が で 

は 、 一 象 の の ぅ 学 の き の 、 宮 う ら 神 は 
補 巻 物 徴 ぅ 神 御 酌 解 出 象 ボ 座 だ れ の ボ 
葵 い で と ち が 神 解 釈 さ 徴 ン と げ る 依 ン 
と て 属 し で 春 俸 秩 の れ で デ 能 で 。 代 デ 
扇 た と て 一 日 は は 伐 る あ ソ 座 な こ と ン 
の た 男 解 番 の な 次 表 の る と が く れ 考 と 

関 ま 根 釈 の 大 い の 的 で と 扇 実   ほ え も 
係 れ の す 神 神 。 通 な あ い を 体 現 対 も よ 
な れ 二 る 様 で 奉 り も る 5 区 的 に し れ ば 
知 ば っ 立 で   目 で の 。 結 別 に 上 、 る れ 

ぬ 部 形 の る れ 
い に 相 仕 ピ は 
た 丸 を 表 神 が 挙 
大 い そ 者 の の げ   
0 口 な は 王 @ て が わ り 面 家 別 と 
考 は ぇ 吉 で， らノ 上 、 し な 」 徴 問   
案 ん て 野 あ つ 検討 座 て が の と 題 布 
に て い 裕 る   を と い ら 上 し に を 
よ ん る 子 

  
ナ， Ⅰ 力 下、 る 形 の て し 着 

る ヒ あ で そ も ，え 座 実 武 周 ふ て せ 
も る の あ し の て 
の つ 見 る て で、 み の 関 に 見にに 約千さもら ね 、 れ 
  と げ 事 。 

  
あ す， し 係 事 は は し そ て 

し た さ そ る い 
か 巨 は の し   の 、ょ尤 真 傑 な 区別 扇が いと れは 

思 、 大 一 神 
  

ら 作 さ 飼 育 神 オ 
わ な 体 の 西ま び 昂 れ ら え を オ 
れ 茎 誰 王 ヰブて し に で て れ な 祀 ギ 
な と の 様 も 宮 、 あ い て い る サ 
い な 発 が 春 座 る る い だ 官 マ 

。 つ 案     日 

そ て に の の   

し 、 な 里 大 座 が な ら か 象 る 

て 正 る l Ⅰ l 神 の ね 、 で 。 徴 こ 
そ に も @, ブ 甲 が 関 か オ も な と と 

ん 男 の あ の 係 る オ あ ぜ し を 
な 性 か る @ 
こ そ   の 君ノ 

ナ， Ⅰ つ       

者 の 様     て   
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徴
 で
あ
る
と
し
て
も
、
 

 
 

 
 

げ
れ
ば
、
性
と
豊
 鏡
に
 

 
 

 
 

は
な
い
。
 

船
曳
 建
夫
は
 オ
オ
 ギ
サ
マ
 
を
土
着
神
と
考
え
て
い
る
。
 

 
 

 
 

朋
の
古
い
土
着
神
と
 

（
什
の
）
 

思
わ
れ
る
。
」
 

 
 

 
 

る
と
い
う
こ
と
は
、
 

 
 

 
 

定
 し
て
春
日
神
社
を
境
 

 
 

発
生
は
神
社
創
設
以
前
で
は
無
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
 よ
っ
て
 オ
オ
ギ
サ
マ
 も
 

 
 

 
 

同
時
又
は
そ
れ
以
降
に
 

 
 

 
 

の
ネ
 し
け
は
な
 
人
 
T
 ろ
 う
人
 Ⅲ。
 譲
 曲
調
 

 
 

徴
 が
は
じ
め
か
ら
存
在
す
る
わ
げ
も
な
い
の
で
あ
る
。
 

  

  

 
 

 
 

 
 

 
 

げ
 

 
 

お
 

b
 
 
シ
メ
 

 
 

 
 

 
 

祭
  

 

 
 

松
葉
・
昆
布
・
 
ゆ
 ず
 
1
 

（
 
叶
勾
 

）
 

出
す
の
は
い
か
に
も
修
験
者
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
」
 

 
 

 
 

き
 出
し
た
扇
の
解
釈
 

 
 

 
 

さ
れ
て
い
る
の
に
、
 
ど
 



 
 

 
 

、
 皮
を
剥
い
だ
長
さ
三
 

 
 

 
 

切
断
し
て
端
を
房
の
 ょ
 

 
 

 
 

の
 木
に
幣
を
付
け
、
 一
 

 
 

 
 

込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
 持
つ
 幣
と
 同
じ
切
り
口
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

は
 全
く
対
照
的
で
あ
 

 
 

 
 

て
 二
月
四
日
の
シ
メ
 降
 

 
 

取
り
 片
付
 げ
ら
れ
、
朽
ち
る
に
ま
か
せ
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

と
の
類
似
性
等
か
ら
 
 
 

 
 

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
 

 
 

 
 

わ
 な
 う
 霜
月
祭
で
は
、
 

 
 

 
 

か
 、
六
所
神
社
に
大
和
 

 
 

 
 

神
社
が
春
日
神
社
 よ
 り
 

 
 

 
 

現
在
の
霜
月
一
五
日
の
 

 
 

 
 

着
の
神
が
、
そ
れ
に
 吸
 

 
 

の
 祭
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

て
 神
を
地
に
降
ろ
 

 
 

 
 

に
 留
ま
る
神
を
表
わ
す
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祭 における神の 象徴 

c
 
 

大
地
踏
の
稚
児
 

人
間
に
最
も
身
近
な
神
は
大
地
踏
の
稚
児
で
あ
 

い
て
わ
ず
か
 

一
ケ
 

月
の
間
に
大
地
踏
の
反
閉
 

と
難
 

 
 

 
 

の
子
が
選
ば
れ
る
。
太
夫
に
っ
 

 
 

立
っ
て
上
座
・
下
座
の
当
屋
で
 

 
 

社
の
舞
台
で
舞
 う
 。
上
の
児
は
め
 

 
 

 
 

 
 

せ
し
め
る
。
下
の
児
は
後
に
打
 

 
 

 
 

い
わ
れ
、
上
の
児
は
四
方
を
固
 
1
 
 
 

 
 

奮
 な
よ
ぶ
 

 
 

 
 

は
 対
抗
性
 

 
 

 
 

メ
は
 黒
川
の
象
徴
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

者
で
あ
 

 
 

 
 

す
る
シ
メ
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

介
す
る
 

 
 

 
 

ぅ
 認
識
を
 

 
 

 
 

オ
ギ
サ
マ
 

 
 

 
 

味
 で
は
、
 

 
 

よ
 
元
 、
 
L
 0
 

こ
と
も
な
 

に
も
と
づ
か
 

っ
た
。
座
の
 

と
は
、
 構
吐
氾
 

神
は
 オ
オ
ギ
 

欠
い
た
為
に
 

は
座
の
象
徴
 

オ
オ
 ギ
サ
マ
 



五 

結 
手 冊 

ぅ す え ぎ 感 稚 め 
月 下 

なら 印言も児。 て稚た動 をを 水が利 く生 っんふ てとつ東がの 「 
象 え 不 の 「 億 灯 は さ 

  
え だ で 情 は 押 ょ す な は ぎ て と な 行 
る し は 感 り 性 う ま っ 千 ん 
神   なを神をなじて 年のふし言す かくは 
で そ い 揺 様 態 静 め れ し て え か 
あ れ 押 さ だ じ ゅ う 去 松 し も る い 
る な で ぶ の る さ ち る て よ 寺 か に 

ぅ ． 尾 ど 踏 

子   
の さ 。 ぅ 言 度 た 御 は 蘇 し に " の 

ぅ あ 

  
も 供 あ ピ っ に 天 の こ が な 
残 v こ ど た も 畏 ま 主 面 は る か 
ら 0 げ 時 め 地 な 青 に ん 見 姿 
な り な げ 
い う い 筆 ず 御 欠 こ龍青み 君寵ん           
の つ 神 者 こ 願 後 白 寿 め る 
で り で， の の 円 に 虎 が い で こ 

あ 、 あ 

。 る 
と 口 子 
村 を 供 
人 か の 
も ま り 首邑 

解 て カ 
秋 吉 を 
す わ 超 
る せ え 

。 る た 

そ の カ 
ぅ で を 
実 あ 神 
際 る が 
に 。 の 

信 そ り 

じ れ ぅ 

た の っ 

な く えっ " た Ⅰ 

る す と 

よ も 考 

耳 難 満 は が も あ と 

に し 怠 ら 前 ふ つ る な 
は い 隣 淡 う 朱 と 平 。 が 

安 ご 律 し 威 そ ら 

0  口 

お な 
ば 述 
さ べ 

  

る 前 式 年 な は は 
ん る に の の し 上 何 
が 稚 当 は 地 鶴 座 と 居 、 / ー 日ロ べ 西 な 東 な い 
ね め 
ず ぅ ん万 が 浄 9 万に が月にて 例っ 
も ち 
ろ は   し つ と 方 亀 く と 口 

た 見 く も 大 さ 次 で、 

言葉 し て、 
る に 濤 北 ん の あ 
と 同 州 に 通 り 

が る も っ 山 鳥 南 り   

問 者 て に 海 に で 見 
こ 帝 T 肯巨 こ ま て あ る 
ぇ 保 さ 知 と ん ふ る 者 
て い る 行 な ま て も 
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（
 5
 

）
船
曳
 建
 夫
、
同
、
二
六
一
八
頁
。
 

 
 

 
 

祭
 

 
 

九
セ
 四
年
、
五
五
頁
。
 

おけ 

（
 4 ）
船
曳
達
夫
、
同
、
三
八
五
頁
。
 

dso ， i 

 
 

 
 

 
 

四
年
，
）
、
二
一
八
二
、
（
 

神
 

 
 

二
セ
 
一
頁
。
 

   
 

 
 

 
 

マ
と
 シ
メ
と
大
地
 踏
 

  

 
 

 
 

 
 

と
 超
能
力
の
象
徴
で
あ
 

 
 

 
 

、
オ
オ
 ギ
サ
マ
 
は
陰
陽
 

 
 

 
 

徴
 で
あ
る
と
同
時
に
 、
 

 
 

 
 

い
 う
 意
味
で
は
、
感
性
 

 
 

 
 

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

用
い
ら
れ
る
の
に
 対
 

 
 

に
 統
合
を
は
か
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

じ
て
有
効
に
使
用
さ
 
 
 

程
度
明
ら
か
に
さ
れ
た
か
と
思
 う
 。
 

注
 

 
 

 
 

大
き
い
。
特
に
五
 0
 

頁
 、
二
六
三
頁
。
 

 
 

 
 

る
 。
詳
細
は
 オ
 オ
ギ
 

徴
 

サ
マ
 の
 頃
 奉
詔
 T
 

象
 
・
 



 
 

加
入
が
認
め
ら
れ
る
。
 

（
 
8
 ）
 笈
酒
 、
老
酒
、
上
酒
等
の
見
解
が
あ
る
。
 

 
 

対
象
で
あ
る
。
 

（
Ⅲ
）
新
山
明
神
の
別
当
寺
。
 

 
 

日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
一
年
、
四
三
頁
。
 

（
は
）
真
壁
 
仁
 、
同
、
四
五
頁
。
 

 
 

 
 

春
日
神
社
の
座
 と
村
 

 
 

際
 基
督
教
大
学
提
出
卒
業
論
文
、
一
九
七
一
年
）
 

 
 

い
る
。
 

 
 

 
 

す
る
混
同
と
思
わ
れ
 

る
 。
 

（
 托
 ）
真
壁
 
仁
 、
前
掲
 書
 、
八
一
頁
。
 

（
 
W
 ）
戸
川
女
草
、
前
掲
 書
 。
 一
セ
 三
頁
。
 

（
 ぬ
 ）
 鍬
 持
久
五
郎
家
蔵
。
 

 
 

 
 

「
 ボ
ソ
 デ
 シ
 を
も
 

っ
て
こ
い
」
と
舌
口
っ
て
い
た
 

0
 
 
（
 
靱
 特
大
和
宮
司
 談
 ）
 

 
 

 
 

人
の
神
性
と
関
係
が
 

あ
る
よ
さ
に
思
わ
れ
る
。
 

（
 打
 ）
船
曳
 建
 夫
、
前
掲
論
文
、
二
七
 0
 頁
 。
 

 
 

 
 

り
ま
せ
い
と
申
し
 

越
し
ま
す
」
（
上
か
ら
 下
 ）
。
 

（
 為
 ）
戸
川
女
草
、
前
掲
 書
 、
四
七
頁
の
写
真
を
参
照
。
 

 
 

 
 

 
 

（
 恭
 ）
船
曳
達
夫
、
前
掲
論
文
、
二
六
上
ハ
頁
。
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祭 における神の 象徴 

八
 付
記
 V
 

 
 

 
 

行
 な
っ
た
。
春
日
 

 
 

 
 

・
討
論
を
通
し
て
 
有
 

 
 

に
も
同
様
の
感
謝
を
さ
さ
げ
た
い
。
 

（
 
お
 ）
船
曳
 建
 夫
、
同
、
三
八
八
頁
。
 

（
四
）
 鰍
 特
大
和
宮
司
 談
 。
 

（
 
笘
 ）
真
壁
 
仁
 、
前
掲
 書
 、
一
五
 0
 頁
 。
 

（
 
四
 ）
船
曳
達
夫
、
前
掲
論
文
、
二
一
八
九
頁
。
 

（
㏄
）
船
曳
 建
 夫
、
同
、
二
六
九
頁
。
 

（
㎝
）
真
壁
 

仁
 、
前
掲
 書
 、
一
一
一
頁
。
 

（
㏄
）
戸
川
女
童
、
前
掲
 書
 、
一
 セ
 五
頁
。
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勒
 菩
薩
は
 、
た
 

サ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

を
 観
じ
て
即
ち
や
す
く
入
る
こ
と
を
得
た
り
。
 

ガ
ヰ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

じ
 
見
て
 

、
 
彼
の
方
よ
り
来
り
 

 
 

 
 

記
の
形
で
ま
と
さ
っ
て
 

お
 

    観 

虹、 ， " 
著 大 
） 乗 
に 仏 
つ 毅 一   
て l 
は ガ   

  
い チ 

く ャ 

つ l 

カ " - フ 

の 派 

  

  

  
る o  （ ） づ ." " 

その方 夕く が コ 申せ 曲 隼 P ・ l 
は ） 

  
な し 
も た 
の ア 
で サ 

あ ン 
る ガ   

が （ 

p レの 
  

ラ 埋 
マ 

 
 

て
 向

 

井
 

一
見
 

 
 

の
形
成
と
空
観
 



 
 

 
 

あ
る
歴
史
的
事
実
が
 

 
 

 
 

る
 想
像
や
神
秘
化
が
加
 

  
' 一 

 
 

 
 

で
 人
々
の
た
め
に
 

 
 

 
 

間
 、
閻
浮
提
に
下
 

 
 

 
 

た
だ
無
著
 法
 

 
 

 
 

の
人
の
た
め
 侍
弥
 

（
 
1
 ）
 

勒
の
所
説
を
解
釈
せ
り
。
」
 

 
 

 
 

の
 内
容
を
い
か
に
 解
 

 
 

 
 

、
宇
井
伯
寿
博
士
の
学
 

（
 
2
 ）
 

 
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

「
大
乗
の
空
観
」
 へ
 
 
 

と
 説
く
点
に
注
目
し
た
い
。
 

 
 

 
 

に
お
け
る
大
乗
思
想
 

 
 

 
 

い
さ
さ
か
の
新
し
い
 
資
 

 
 

サ
 ー
ラ
派
の
始
祖
の
問
題
に
接
近
し
た
い
と
恐
う
。
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（
 
1
 ）
大
乗
以
前
 

（
 
3
 ）
 

 
 

 
 

い
わ
 め
る
「
小
乗
の
 

 
 

 
 

ろ
 う
 。
 

 
 

 
 

日
卸
 
0
 寸
ヴ
 
す
 川
曲
年
セ
 

巴
 P
 ）
な
る
 

（
 
4
 ）
 

 
 

 
 

か
し
、
そ
の
 ピ
ソ
ド
 ー
ラ
 阿
 

 
 

 
 

ア
 サ
ン
ガ
の
時
代
に
は
す
 

 
 

 
 

  

 
 

（
 
憶
 
U
 
）
 

 
 

 
 

 
 

  

お
 

 
 

 
 

 
 

ソ
グ
洲
な
ど
の
諸
処
に
現
在
の
 

 
 

（
 
7
 ）
 

 
 

 
 

 
 

「
弥
勒
下
生
 経
ヒ
 （
も
 
ミ
ま
ゃ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

仏
法
の
尽
き
る
ま
で
 入
 
2
 

 
 

わ
り
重
な
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
 

い
 要
素
を
求
め
、
更
に
、
そ
の
得
ら
れ
 

あ
る
程
度
の
史
実
と
そ
の
伝
説
・
伝
承
 

を
通
し
て
は
じ
め
て
 ヨ
 ー
ガ
ー
チ
ャ
ー
 

資
料
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
 の

で
あ
ろ
う
か
 

た
内
容
を
そ
れ
 

の
意
義
と
を
 見
 

ぅ
 派
の
始
祖
の
 

）
 

ら
 、
そ
こ
に
 

が
成
立
し
た
 

い
出
し
 ぅ
る
 

問
題
も
論
じ
 

 
 

し
て
よ
り
 古
 

 
 

そ
こ
か
ら
 

 
 

伝
説
・
伝
承
 

 
 

考
古
学
上
の
 



 
 

 
 

）
仏
の
出
現
を
待
つ
べ
し
と
語
っ
た
、
と
説
か
れ
る
 
と
 

（
 
9
 ）
 

 
 

お
 、
こ
の
佳
世
護
法
の
ピ
ン
ド
ー
ラ
阿
羅
漢
 説
 が
将
 来
 

 
 

の
係
 わ
り
で
特
に
留
意
す
べ
 
き
 点
で
あ
る
。
 

 
 

花
 で
あ
る
ピ
ン
ド
ー
ラ
阿
羅
漢
を
信
仰
の
対
象
と
し
 

 
 

 
 

 
 

 
 

｜
ル
タ
 の
所
伝
が
比
較
的
詳
し
く
、
他
の
所
伝
に
よ
 

 
 

 
 

沙
 

 
 

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
「
 楡
伽
師
 」
は
、
す
で
に
 諸
 先
 

（
Ⅲ
）
 

 
 

「
修
定
者
」
な
ど
の
 話
 と
併
用
し
て
出
さ
れ
、
原
語
と
 し
 

 
 

に
、
 広
く
、
不
浄
観
を
は
じ
め
四
食
 住
 、
聖
詔
 現
 観
、
 

 
 

ま
た
、
こ
の
「
 楡
伽
師
 」
た
ち
の
 実
修
 体
験
と
舌
ロ
 動
 と
 

 
 

要
な
 拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。
い
ま
、
そ
の
「
 楡
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

 
 

の
 二
点
を
指
摘
し
て
お
ぎ
た
い
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
心
が
安
住
し
て
、
世
間
の
適
意
・
不
適
意
、
 

 
 

教
 独
自
（
内
道
下
夫
 法
 ）
の
最
勝
な
る
三
昧
で
あ
り
、
 
仏
 ・
上
座
の
多
く
住
す
 

（
 
8
 ）
 

こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
 ァ
 

仏
 マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
思
想
 

て
 師
事
し
た
、
と
い
う
 

の
で
あ
る
。
 

っ
て
も
こ
れ
以
上
に
は
 

込
 
m
L
 
 

Z
 
 

よ
 片
は
Ⅰ
し
め
 

ン
し
す
ソ
つ
 

学
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
 

て
ヨ
 ー
ガ
ー
チ
ャ
ー
 
チ
 

三
解
脱
門
な
ど
仏
教
 修
 

は
 、
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
師
 

伽
師
 」
の
性
格
、
役
割
 

（
ひ
曲
目
 

セ
の
什
 

W
.
 

㏄
曲
日
 

曲
 血
圧
 

可
変
・
 非
 可
愛
、
 鏡
益
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ア サンガにおける 大乗思想の形成と 空観 

（
Ⅱ
）
 師
 マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
 

 
 

 
 

い
わ
 め
る
「
大
乗
の
 

 
 

 
 

他
の
文
献
の
記
述
に
照
 

 
 

 
 

な
る
般
若
経
典
と
そ
れ
 

 
 

 
 

か
簿
 
）
と
に
対
し
て
ア
サ
 

本
の
現
存
す
る
「
三
百
 頚
 般
若
波
羅
蜜
多
に
基
づ
 

 
 

た
 ね
ち
、
 サ
ソ
 ス
ク
リ
ッ
ト
 

（
 
騰
 ）
 

 
 

 
 

順
 中
論
」
（
具
名
は
「
 順
 
 
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

勝
義
の
正
法
を
し
て
 

（
㎎
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

名
 づ
 け
 、
勝
義
な
 

（
 
Ⅱ
）
 

@
 

 
 

 
 

の
と
名
づ
け
る
。
」
 

（
 
め
 
@
 ）
 

 
 

「
親
親
（
申
す
日
の
曲
 

ヨ
の
 ）
 曲
 ）
時
に
」
、
「
 慧
 
（
 b
H
 
ゑ
 p
w
 
）
 を
風
っ
て
」
で
あ
る
か
 

 
 

 
 

と
を
意
味
す
る
の
で
あ
 

ろ
 う
 。
 

 
 

 
 

大
乗
以
前
の
ア
サ
ン
 
 
 

な
い
と
考
え
る
。
 

27  (5 Ⅰ 5) 



（
Ⅱ
 
@
 
）
 

 
 

 
 

著
作
の
中
で
ア
サ
ン
ガ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
 転
進
の
際
に
彼
を
 

 
 

イ
ト
レ
ー
ヤ
菩
薩
で
あ
る
、
と
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
 伝
説
・
伝
承
に
あ
 

 
 

 
 

に
 作
り
上
げ
た
も
の
」
 

 
 

 
 

し
て
イ
ン
ド
仏
教
史
上
 

（
㎎
）
 

に
位
置
づ
げ
ら
れ
た
わ
げ
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
 関
係
を
伝
え
る
 ィ
 
 
 

 
 

ト
レ
ー
ヤ
は
あ
く
ま
で
 

 
 

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
 

0
 
2
 ）
 

 
 

 
 

外
 の
諸
学
者
に
よ
っ
 

（
 
か
付
 

）
 

て
い
く
 っ
か
 提
出
さ
れ
、
論
議
さ
れ
て
来
て
い
る
。
 

 
 

 
 

ら
れ
 ぅ
る
 結
論
が
得
 

 
 

 
 

ア
サ
ン
ガ
の
「
空
観
」
 

 
 

 
 

の
は
、
資
料
と
な
る
 当
 

 
 

 
 

跨
 え
て
解
釈
し
直
す
こ
 

と
で
あ
る
。
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の
 聖
道
美
修
の
根
底
に
 

 
 

 
 

」
的
な
性
格
を
具
え
て
 

 
 

 
 

な
形
と
し
て
兜
率
天
上
 
 
 

た
 て
ィ
 ト
レ
ー
ヤ
信
仰
に
結
び
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

も
し
こ
の
想
定
が
許
さ
れ
る
 

 
 

 
 

信
仰
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
 

と
 

成
 

 
 

兜
率
天
上
の
菩
薩
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

、
 少
な
く
と
も
ア
サ
ン
ガ
 

（
 
お
 ）
 

 
 

 
 

た
 形
態
と
み
ら
れ
る
兜
率
天
 

 
 

は
 確
実
と
さ
れ
る
。
 

 
  

 

 
 

ャ
 0
 発
 趣
と
 名
づ
 29 (517) 

 
 

 
 

想
で
 繋
が
っ
て
い
る
。
 

は
じ
め
に
、
先
の
ア
サ
 

は
、
 次
の
点
が
注
意
さ
れ
 

護
法
の
阿
羅
漢
」
で
あ
っ
 

将
来
 仏
 ）
と
な
っ
て
い
る
 

の
対
象
で
あ
る
と
い
う
こ
 

 
 

関
連
か
ら
、
 師
 マ
 イ
 ト
レ
ー
ヤ
の
 件
 り
を
見
る
な
ら
 

 
 

小
乗
の
師
が
ピ
ン
ド
ー
う
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
佳
世
 

 
 

 
 

 
 

性
格
と
同
様
に
師
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
も
観
念
上
の
信
仰
 

 
 

 
 



 
 

 
 

 
 
一
生
所
 繋
 ）
の
菩
薩
」
 

 
 

 
 

ョ
 一
万
五
千
 
碩
 般
若
 波
 

  わ 所 は （ し の る 京 と  
 

 
 

な
る
。
ま
し
て
 肉
 

（
 
ハ
回
）
 

叶
 

 
 

で
あ
ろ
う
か
。
」
 

 
 

 
 

兜
率
天
経
口
（
 氾
渠
 

 
 

 
 

で
 説
か
れ
る
の
で
あ
 

 
 

 
 

後
半
に
 
シ
ナ
 に
初
期
 

 
 

 
 

税
 し
た
経
典
を
訳
出
 

（
 
あ
 ）
 

 
 

 
 

ま
 ～
）
は
カ
ニ
シ
カ
 王
 

 
 

 
 

さ
れ
る
が
、
そ
の
 役
 

 
 

 
 

た
 、
「
 婆
須
蜜
 菩
薩
 

 
 

 
 

「
 論
 口
を
撰
述
し
お
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
 、
兜
率
天
で
マ
 
イ
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
 

   
 

 
 

 
 

益
 を
な
す
…
…
も
 
は
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
 。
す
な
 ね
 ち
、
 

 
 



 
 

 
 

せ
曲
 

（
 
曲
 
）
と
い
う
大
乗
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

、
と
伝
説
に
あ
る
と
 

 
 

 
 

ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
こ
と
 

 
 

 
 

さ
れ
た
般
若
経
典
を
基
に
大
 

 
 

 
 

の
 
解
決
を
兜
率
天
の
マ
イ
ト
 

 
 

 
 

び
つ
き
に
つ
い
て
は
問
題
に
 

 
 

 
 

マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
信
仰
者
の
道
 

 
 

 
 

「
大
乗
西
域
 

記
 L
 の
中
で
 

幾
 

 
 

 
 

 
   

 
 

て
い
る
要
素
の
ほ
と
 

サ
 
 
 

 
 

 
 

ン
ガ
 
の
い
わ
ば
先
駆
者
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（
Ⅲ
）
 楡
伽
 論
の
成
立
 

 
 

 
 

て
 地
上
に
下
り
「
 十
 

 
 

 
 

く
、
 明
ら
か
に
伝
承
の
 

的
 役
割
を
な
し
た
先
述
の
サ
ン
 

に
 深
く
従
事
し
た
人
々
の
伝
説
 

そ
の
中
で
得
ら
れ
た
神
通
力
に
 

注
意
さ
れ
て
よ
い
。
 

以
上
に
検
討
し
注
意
し
て
 き
 

み
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
 

陸
 に
師
事
し
た
と
い
う
の
は
、
 

を
意
味
し
 、
師
 マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
 

る
 。
そ
し
て
、
そ
の
師
に
大
乗
 

自
か
ら
に
証
し
、
新
た
な
眼
で
 

な
お
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
 

か
れ
た
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
 

と
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
 、
 

理
 的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
 そ
 

 
 

行
者
の
系
譜
に
連
な
る
と
こ
ろ
の
禅
定
・
観
行
 

 
 

特
に
、
三
昧
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
 

 
 

た
 、
と
そ
れ
ら
の
人
々
の
伝
説
に
あ
る
と
こ
ろ
 
は
（
 

3
 
3
 

）
 

 
 

ガ
の
 伝
説
・
伝
承
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
 

 
 

神
通
に
よ
っ
て
兜
率
天
に
昇
り
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
 菩
 

 
 

の
 極
み
に
お
い
て
得
ら
れ
た
特
定
の
神
秘
体
験
 

 
 

で
 心
に
現
前
し
た
観
念
像
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
 

 
 

そ
れ
ま
で
得
て
い
た
知
識
を
そ
の
体
験
を
経
て
 

理
解
し
た
、
と
い
う
意
味
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

そ
の
時
代
の
信
仰
・
思
想
の
形
態
に
よ
っ
て
 導
 

 
 

 
 

見
て
あ
る
い
は
史
実
と
遊
離
し
た
神
話
的
・
非
食
 

の
 思
惟
方
法
・
概
念
を
通
し
て
で
あ
る
と
い
う
こ
 

 
 

否
定
し
去
る
 め
 げ
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
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ア サンガにおける 大乗思想の形成と 空観 

と 法 ち し ッ は ら な 『 地 そ 変 
あ 

  サ   

、 び た す の は 弥 日 誌   
サ な な 意 さ 』 そ 

る ま イ 
讃 を タ な し 帰 と に ヒ の樹シ擬 とののの論 クで りあ 『 楡 とで 
実 成 （ ぎ て 敏 文 対 の ッ る 伽 こ に 
が し 無 者 、 頗 英 す 成 ト ソ 論 ろ   

』 を 明 
く 、 ）     

） 以 』 
に 下 と 

頚 の る " 相 に は 
と 枝 器 世 当 『   
い な か 間 
ぅ 洩 ら さ 

  
性 ら あ 利 そ 論 士 
格 せ ら 益 0 口 地 
上 、 わ す     

が 称 と 

容 の た め る っ 撰 な わ 別 ） も 

に 華 と に 出 の 称 
は の こ " 単 玉 さ 
斜 雨 を 法 
酌 ふ を 流 
し ら 再 三 

付節た し 門 
  

て せ で 昧 、 ず 論 て 吏 （ 五う 
0 分 マ の力 兄 な 。」 9 ） 3 （ 6 享受 で ） l 

げ せ に に 中 そ て   

仕 途 の お 
あ （中 ル 

れ る よ 
ば   さ ま 最 ぎ 

な そ て れ で 初 た 
  

ら 0 世 た で か い ヰこ "  出 

な 刀 鋸 マ あ ら 。 
い に の ソ る 註 

、 ジ ） 釈 
  

い 占 敬 法 
ュ が す も 礼 を 論 を て 

あ す 引 、 ン 、 る   ヒ 説 い 

る る ぎ ュ そ も 
が 

自 あ て 
リ の の チ 体 る で 出   

聖 せ l ぅ と べ が か は   
33  (521) 



ト こ 手種 慈 敵 が 般 一 説 は 帰 訳 あ 無 こ 

D==   語 の論決 に 氏 」はに経もる「の 向後にのせ " 敬のこ 日こ ろ 。 9 ）） 勝 こ か 

 
 

 
 

く
し
て
 玄
笑
 

 
 

 
 

ト
レ
ー
ヤ
 
へ
 の
 

 
 

 
 

の
 帰
敬
 句
と
 

 
 

 
 

「
 楡
伽
 」
を
 略
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

推
し
て
本
来
同
 

 
 

 
 

え
ら
れ
る
。
 
一
 

 
 

 
 

の
た
め
の
要
素
 

 
 

 
 

レ
ー
ヤ
へ
の
 帰
 

 
 

 
 

の
 
「
無
勝
・
 大
 

 
 

い
 

 
 

 
 

ガ
の
著
 
口
授
 大
 

 
 

 
 

小
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

、
今
は
チ
ベ
ッ
 

 
 

の
 帰
依
に
続
い
て
、
 

 
 

 
 

ト
 ン
 ]
 ヤ
を
証
 

 
 

 
 

ジ
 丼
ハ
Ⅰ
（
 

下
 Ⅰ
 
片
 
（
ト
円
 

 
 

 
 

て
い
る
こ
と
で
 

(522)@ 34 



ア サンガにおける 大乗思想の形成と 空観 

 
 

 
 

 
 

で
は
、
三
宝
へ
の
帰
依
の
句
に
続
い
て
、
 

 
 

 
 

 
 

論
ヒ
の
 帰
敬
 頚
 で
、
 

"  ヒ @  舌 帝 Ⅰ i 

の ヒ 

帰 と 

敬 の 
碩 関 
の 係 

  
内 サ 
容 ン 

か ガ   

も の 
も 著 
一 - f 乍 
応 に 
謡 お 

め け 
る る 

  
が 大 
で 青侍 計 

き と 
る そ 
で， の 

あ 一 
ろ っ 

のめ う d 4 摘 （ ） 3 

要 
ヨ % 
と 

し 
て 

理 
解 
す 
る 

が（。 、 42 
    

の 

占ハ 

は 
ヴ 
  

      

  
ド 

  

の 

:523) 

に
 、
マ
イ
ト
 

え
ば
 所
釈
 の
 

伽
 輪
目
の
 
一
 

 
 

 
 

ン
 
Ⅰ
 
@
 ヰ
 
Ⅰ
し
で
二
二
口
 

 
 

 
 

Ⅰ
の
 
十
つ
日
楡
 

 
 

 
 

「
 
摂
 大
乗
 

 
 

 
 

釈
 に
あ
っ
た
「
法
流
 三
 

（
 
側
 ）
 

 
 

 
 

も
の
に
相
当
す
る
。
 次
 

  と
あ
る
。
こ
こ
に
は
先
ず
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
 

昧
の
実
 修
 、
マ
 イ
 ト
レ
ー
ヤ
の
成
就
の
こ
と
 

ロ
 a
 、
の
 ガ
 （
・
 
づ
 （
 
ゅ
目
 p
 ）
」
と
訳
し
た
と
こ
ろ
は
、
 

ぅ
 」
と
あ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
 

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
と
き
の
 

 
 

サ
ソ
ガ
 の
「
正
法
伝
持
」
の
 
任
 、
三
 

 
 

 
 

マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
を
 証
得
す
 （
 
ヴ
 （
 
ぎ
の
 

 
 

 
 

マ
ー
ル
タ
訳
に
「
弥
勒
菩
薩
に
 事
 

 
 

中
に
体
現
し
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
 

 
 

目
口
り
の
曲
 宙
づ
曲
 。
の
Ⅰ
 臣
 
如
ず
 宙
 Ⅰ
（
 

目
曲
づ
 Ⅱ
の
・
 

  
 
 

 
 

あ
 
ノ
 
（
Ⅰ
Ⅰ
）
 

0
 
9
9
 

」
 

句
義
の
雨
ふ
ら
す
と
こ
ろ
か
ら
、
一
分
の
み
を
聞
 き
、
 

 
 

理
解
し
た
と
こ
ろ
 

 
 

れ
た
る
Ⅱ
わ
が
 口
 

 
 

る
 。
…
：
古
今
、
 

 
 

田
 
展
 

 
 

の
 



 
 

 
 

も
 「
 
稔
伽
論
 」
に
 由
 

 
 

 
 

派
の
始
祖
も
ア
サ
 ソ
ガ
 

 
 

 
 

ソ
ガ
 の
前
に
位
置
づ
 け
 

 
 

 
 

伝
え
た
伝
説
・
伝
承
は
 

一   一 " 

 
 

 
 

伽
師
地
 」
を
 宣
説
 

 
 

 
 

聖
教
を
顕
揚
す
る
 

（
 
佃
 ）
 

 
 

し
 。
」
 

 
 

 
 

説
を
最
終
的
に
援
用
す
 

（
 
蝸
 ）
 

（
 
め
 ）
 

 
 

 
 

す
る
の
で
あ
る
が
、
 
た
 

 
 

 
 

｜
ャ
は
 、
そ
れ
に
附
さ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

っ
 た
こ
と
を
証
明
こ
 

 
 

 
 

ソ
ガ
 撰
述
の
こ
と
は
、
 

 
 

 
 

ヨ
 ー
ガ
行
者
の
系
譜
の
 

（
 
毬
 ）
 

 
 

 
 

裏
づ
 げ
ら
れ
よ
 う
 。
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二
巻
、
八
四
五
頁
 3
 

 
 

 
 

蔵
経
ロ
 三
 二
巻
、
 狗
 

 
 

セ
八
四
頁
中
丁
）
な
る
作
品
も
あ
ら
わ
れ
る
。
 

 
 

 
 

宗
 仏
教
研
究
 
ヒ
 第
三
 

 
 

仏
教
の
研
究
 
 
昭
和
五
十
年
、
二
二
一
頁
以
下
参
照
。
 

（
Ⅱ
）
 
西
 義
雄
、
前
掲
 
書
 、
二
一
九
頁
以
下
参
照
。
 

 
 

口
 0
 真
下
）
。
 

 
 

 
 

 
 

る
 （
「
昭
明
般
若
 

末
 

（
Ⅱ
）
 
同
右
 、
 巻
 七
十
九
（
岡
君
、
 
四
 0
 一
八
頁
 

中
 ）
参
照
。
 

 
 

 
 

?
 篤
 ・
そ
の
コ
ロ
フ
 

 
 

 
 

Z
O
.
w
m
H
A
 

）
に
 

相
 

 
 

 
 

剛
 般
若
波
羅
蜜
 
経
 

 
 

「
輪
目
の
釈
論
と
し
て
同
じ
ボ
ー
デ
ィ
ル
 

チ
 が
日
金
剛
他
誌
 
ロ
 を
 訳
出
し
て
い
る
 

 
 

 
 

0
 こ
れ
が
、
 
ア
 サ
 

 
 

 
 

十
八
年
、
一
 
0
 九
 

 
 

安
東
方
 
学
 創
立
二
十
五
周
年
記
念
・
東
方
 

学
 論
集
目
昭
和
四
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『修験 恵印総 漫筆 温 口の世界 
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が
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 Ⅰ
（
 ト
 
㏄
Ⅱ
・
ト
ト
 

ト
 
）
 

潮
目
。
乱
臣
 隼
 申
す
Ⅱ
申
せ
 p
 Ⅰ
（
ト
へ
 り
 。
 
ト
ト
 
の
）
 

 
 

概
観
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
 金
胎
 

 
 

胎
 不
二
の
中
台
八
葉
院
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
 

 
 

ハ
 菩
薩
を
四
 尊
 ず
っ
配
し
、
そ
の
外
側
に
金
剛
界
の
 

 
 

更
に
修
験
の
特
色
を
示
す
竜
樹
、
不
動
、
愛
染
、
 ・

 
ト
 
㎏
 串
 ）
 

不
二
の
大
日
を
中
心
に
金
剛
 

こ
れ
を
も
と
に
中
台
の
四
方
 

内
外
の
八
供
と
四
摂
の
尊
を
 

金
剛
童
子
、
深
妙
、
弁
財
の
 



 
 

占
め
て
 

 
 

祝
 の
 本
 尊
 

（
 
比
 ）
 

 
 

印
濯
頂
法
 」
 

 
 

（
役
小
角
）
 

 
 

」
の
法
流
に
 

 
 

あ
る
と
い
う
 

峰
中
 法
流
の
儀
軌
 類
 に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
 

 
 

君
伝
 

 
 

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

（
 
2
 ）
 

加
持
な
り
」
と
あ
る
。
 

と
略
す
）
が
あ
る
。
 ロ
 

の
 霊
気
誘
導
に
 ょ
 り
、
 

は
 結
縁
、
滅
罪
、
覚
悟
 

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
 
先
 

「
 口
決
 印
信
 

伝
法
 濯
頂
に
 

会
報
」
に
 
ょ
 

竜
樹
菩
薩
 ょ
 

、
伝
法
秘
法
 

ず
 、
 峰
 中
の
 」

の
冒
頭
に
伝
法
 濯
頂
 護
摩
 供
 

つ
い
て
記
し
た
も
の
に
「
修
験
 

（
 
4
 ）
 

れ
ば
「
極
印
 濯
頂
法
 」
は
聖
宝
 

り
 直
伝
さ
れ
た
法
流
で
あ
っ
 

の
 四
種
の
濯
 頂
 が
あ
り
、
こ
の
 

法
流
か
ら
一
瞥
し
て
み
た
い
。
 

二
 

「
総
マ
ン
ダ
ラ
ロ
の
位
置
 

 
 

 
 

尊
 め
 
マ
ン
ダ
ラ
が
示
さ
 

0
 

 
 

（
 
9
 ）
 

 
 

と
は
合
わ
な
い
。
口
印
信
」
は
愛
染
の
真
言
を
出
す
。
 ま
た
「
総
マ
ン
ダ
ラ
」
 

 
 
 
 
 
 

（
 
騰
 ）
 

 
 

 
 

か
し
極
め
て
親
し
い
 関
 
（
 

係
 に
あ
る
こ
と
も
 分
 っ
た
。
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

と
 、
愛
染
の
違
 い
が
 

 
 

 
 

証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 



『修験患部 総 侵撃 温 』の世界 

同
 

③
「
 柱
源
 極
秘
印
信
」
白
日
 蔵
 」
 蝸
 １
 %
 ）
 

同
 

④
「
自
供
養
法
大
事
」
台
目
 蔵
 」
 蝸
 １
 %
 ）
 

 
 

同
 

⑥
「
 庭
壇
 大
護
摩
 供
 」
台
目
 蔵
 」
 何
｜
比
 ）
 

同
 

の
 「
 柴
 掩
護
摩
次
第
」
白
日
 蔵
 」
 蝸
｜
 ㎎
）
 

 
 

 
 

れ
た
と
こ
ろ
の
秘
法
 

 
 

 
 

の
 相
承
で
あ
っ
て
歴
史
 

 
 

て
 儀
軌
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
特
色
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

と
し
て
、
金
剛
界
 五
 
 
 

 
 

想
え
。
頂
上
に
 阿
 
（
 
大
 

 
 

 
 

一
如
を
も
っ
て
中
心
と
 

 
 

 
 

ち
 
（
地
水
火
風
空
と
 識
 

（
 
M
 ）
 

 
 

言
オ
ぎ
旧
 ，
 
汀
旧
 ・
 
H
p
 
旧
 ・
 
d
p
 

ち
み
 

目
旧
 
（
 理
観
 。
船
人
 日
 と
金
大
日
の
利
他
行
）
 

を
 授
か
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の
中
に
は
「
蓮
華
 

（
㎎
）
 

 
 

 
 

住
 も
城
 」
が
記
さ
れ
て
 

い
る
。
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庭
壇
 大
護
摩
 供
次
 

第
 白
は
五
大
明
王
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

不
二
の
十
直
 
%
 を
 明
ら
 

 
 

 
 

入
れ
て
い
る
こ
と
か
 

 
 

 
 

経
で
あ
る
と
し
わ
れ
、
。
 

、
 
（
 
0
 
2
 ）
 

 
 

 
 

。
そ
れ
ら
の
こ
と
は
、
 

 
 

し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

「
十
界
修
行
の
順
逆
 

 
 

 
 

）
 、
 ⑤
 糊
悔
 
（
人
道
）
 
、
 

 
 

 
 

 
 

い
、
こ
れ
等
の
修
行
を
 

 
 

 
 

世
界
へ
の
修
行
を
行
 う
 

 
 

 
 

た
 宗
教
の
体
験
を
も
っ
 

 
 

 
 

い
る
。
そ
し
て
こ
の
 
順
 

 
 

 
 

い
 う
 の
で
あ
る
。
そ
し
 

 
 

 
 

修
行
を
行
 う
 と
す
る
。
 

 
 

 
 

な
 行
 う
 と
す
る
の
で
あ
 

（
 
打
 ）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

者
 自
身
も
大
日
の
世
界
 

と
い
う
こ
と
が
分
る
の
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わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
 

（
㌶
）
 

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

法
 L
 は
 つ
い
て
み
て
 

 
 

罪
 、
覚
悟
、
伝
法
の
四
種
の
潅
 
頂
が
 記
さ
れ
て
い
る
。
 こ
の
中
で
結
縁
 
濯
頂
は
 

 
 

 
 

れ
に
対
し
、
滅
罪
 
濯
頂
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

う
な
 観
想
し
 、
 印
を
 

 
 

 
 

が
 煩
悩
の
迷
 闇
 に
あ
 

 
 

 
 

よ
う
 と
す
る
作
法
儀
礼
 
 
 

 
 

立
つ
精
髄
で
あ
る
こ
と
 

 
 

至
ら
せ
よ
 う
 と
す
る
。
 

 
 

 
 

秘
法
を
伝
授
す
る
儀
礼
で
あ
 

 
 

 
 

で
の
修
行
の
体
験
を
自
己
の
 

 
 

 
 

授
 者
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
 

撃
 

 
 

 
 

 
 

脈
 

し
仁
 

、
法
流
、
印
信
を
伝
授
 
移
建
す
。
 

今
 こ
こ
に
山
伏
 め
 
 
 

 
 

て
 ん
 ぬ
 …
…
。
」
 



 
 

 
 

樹
 、
法
喜
、
 不
 

 
 

 
 

高
 の
も
の
で
あ
る
 

て
 末
尾
に
次
の
文
を
出
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

即
ち
遍
照
如
来
 

 
 

 
 

超
越
し
て
至
極
の
 

（
 
左
 ）
 

地
 に
到
 昇
す
 」
と
。
 

 
 

 
 

れ
る
儀
礼
で
あ
 

 
 

 
 

あ
る
。
こ
 う
 み
る
 

 
 

 
 

あ
り
、
ま
た
第
三
 

 
 

 
 

を
 一
に
す
る
。
 た
 

 
 

 
 

法
 」
で
ほ
金
剛
界
 

 
 

 
 

い
ろ
。
そ
し
て
 恵
 

 
 

 
 

た
 、
全
治
不
一
一
の
 

 
 

 
 

め
ら
れ
る
。
室
町
 

 
 

 
 

と
に
な
り
、
や
が
 

 
 

 
 

併
せ
伝
え
る
と
い
 

う
 な
教
義
が
確
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

ぅ て 時 （ マ 印 三 だ 者 と り 

よ は 代 ㊧ ソ 法 十 峰 に 伝   
法 の 
身 三 
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対
照
 し
 、
そ
の
特
色
 

 
 

軌
 類
は
次
の
も
の
が
対
象
と
な
る
。
 

 
 

 
 

菖
蝸
１
 ㎝
）
 

 
 

日
蔵
 L
 蝸
 １
 %
 ）
 

 
 

芝
蝸
 １
 %
 ）
 

 
 

自
蔵
 L
 弼
｜
酩
 ）
 

 
 

ヒ
蝸
｜
 ㏄
）
 

 
 

纂
 （
「
自
蔵
」
 
何
｜
 Ⅲ
）
 

捌
 

⑨
「
修
験
馬
印
入
壇
漫
筆
 
擁
 L
 作
者
不
明
 

撃
 

 
 

 
 

は
 辻
堂
 
%
 分
葛
城
山
の
神
格
）
 

 
 

 
 

て
 「
総
 て
ソ
ダ
ヱ
 
に
関
係
の
 

 
 

 
 

 
 

等
 の
 各
尊
が
 果
た
し
て
日
 給
 

験
 

 
 

 
 

 
 

何
故
な
ら
ば
「
総
 て
ソ
 

三
 

「
総
マ
ン
ダ
ラ
ヒ
の
成
立
 



洲
 m
 口
穏
艶
軸
撃
弩
製
魑
遼
 浦
潮
 

靭
鰍
 

鍾
 

毒
酒
 

養
仁
 

部
 

"
"
"
 

サ
や
 

V
 

吟
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『修験忘却 総漫撃掘 』の世界 

る の の 提 筆 法 干 的 し る の い ダ 

吉暴蔓 i 亡 二 % 曾欺は曾温 峯君 -7 % 麿こ 

  

  

尾 恵 

  れ の 窪 
た マ 擁 
当 ン ヒ 

大 赤 い 

の 近 よ に 

  ぅ る （ れ     

中 藤 を し 
も は 金 か 
で す 剛 も 

あ る 界 愛 
る が を 染 
    示 や て 苗 

催 し す 金 
か か 葛 剛 
に し 城 童 
修 マ m 子 
験 ン に の 

の ダ 配 よ 
立 う し ぅ は 山 の 。 ら る 
場 を   Ⅱ フ ヒ @ 大 頂 六 れ   ，え 
で 連 岡   峰 の 尊   ナ - し 

の 想 蔀 金 一 ハ の ま だ   
な と た 部   ヤブ し 余話 真言させ 不二 剛系 菩 莱 蓬 葉 君 公 ぃ あ こ 近 
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見
当
ら
な
い
。
し
か
し
 

 
 

る
か
に
修
験
の
色
彩
は
濃
厚
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

三
十
七
尊
光
明
 真
 

（
四
）
 

 
 

 
 

ん
で
い
た
の
で
は
な
い
 

 
 

 
 

言
を
出
し
、
そ
の
上
條
 

 
 

 
 

）
、
深
妙
、
弁
財
の
諸
尊
 

 
 

ダ
ラ
と
 、
修
験
の
尊
と
の
綜
合
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
 
「
総
マ
ン
ダ
ラ
」
に
 近
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

オ
 p
 
 
の
せ
曲
 

ず
卸
 
Ⅴ
（
 ひ
卸
臣
 

（
 
巳
庁
リ
一
 

 
 

 
 

 
 

軌
類
 と
は
異
な
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

あ
り
、
中
台
の
外
に
 

 
 

不
動
（
東
南
）
、
愛
染
（
西
南
）
、
金
剛
童
子
（
西
北
）
 
の
 吾
曹
 が
 配
置
さ
れ
て
 

 
 

 
 

蜜
 
（
波
羅
蜜
）
の
印
明
 

（
 
紐
 ）
 

 
 

 
 

。
そ
し
て
ま
た
こ
の
 五
 

 
 

マ
ン
ダ
ラ
」
を
想
定
す
る
重
要
な
資
料
と
な
る
。
 

 
 

 
 

決
 」
の
中
に
記
さ
れ
 

（
㌍
）
 

 
 

 
 

二
の
内
容
を
明
ら
か
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『修験患部 総漫撃搬 』 

印 す っ な 
濯 こ ソ で か 

頂 と ダ は 。 
三 は う 『 

六
種
 マ
ソ
 ダ
ラ
ヒ
 と
 近
い
関
係
に
 

」
の
種
子
尊
の
解
明
を
行
っ
て
そ
 

な
る
。
し
か
し
「
 総
マ
ソ
 ダ
ラ
ヒ
 

舐
師
補
開
 介
助
」
に
は
、
「
総
 て
 あ

る
「
総
マ
ン
ダ
ラ
」
は
い
つ
頃
出
来
 

の
成
立
を
尋
ね
 
ぬ
 げ
れ
ば
な
ら
な
い
が
 

の
 内
容
に
ピ
タ
リ
 と
ほ
 
一
致
し
な
く
て
 

ン
ダ
ラ
ヒ
を
 徒
律
 さ
せ
る
も
の
が
あ
り
 上

っ
た
の
 

現
段
階
 

曳
 上
 に
 

、
ま
た
 
日
 で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
解
く
 

で
は
資
料
が
見
当
ら
ず
今
後
 

述
べ
た
よ
 う
 に
 観
賢
伝
 と
い
 

印
信
 ヒ
 に
は
多
少
の
問
題
は
 鍵

は
 
コ
ハ
壇
 

に
問
題
を
残
 

二
リ
 
れ
 ス
リ
 
司
極
 

あ
っ
た
が
 

0 世界 

も 法 の か も （ （ は て で 
（ ナ い は し 

。 記 ・来 い 軸み 皇説 

る @  で、 の   
  

  
末 ダ 印 
尾 う 濯 
に の 頂 
記 形 法 
さ で ヒ 

れ 示 を 
て さ 始 
い れ ぬ 
る た 、 

六も 種 の 聖 宝 
マ で 撰 
ン は と 
ダ な 伝 

は、 うく え ら 

後 ま れ 
世 た た 
0  日 儀 
付 人 軌 
加 壇 の 
で マ 中 と し と え 
あ ン， Ⅴ こ ぃ そ な ら 

る ダ は ぅ め る れ 
こ ょ 。 た 

と う 尤 の   沖 こ な も やま   

せ ょ 等 が マ 

ざ ぅ の 真 悉 な ン 
る な 修   攻口 曇 を ダ   
を も @ 。 性 い四 
得 の の こ格う 年 の文 義字 っぅ げ 』 
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深 が 「 と 定 の 

 
 

 
 

小
木
、
 閲
 伽
の
法
が
 

 
 

 
 

行
 が
盛
に
行
わ
れ
た
 

 
 

 
 

行
が
煩
隙
 に
な
り
、
 

（
 
虹
 ）
 

 
 

 
 

ぅ
 の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

て
 整
え
ら
れ
、
重
宝
 

 
 

 
 

勝
意
 印
 了
一
味
邪
法
文
 

 
 

 
 

い
 。
尤
も
作
者
観
 賢
 

（
 
側
 ）
 

 
 

 
 

後
に
与
え
ら
れ
る
も
 

（
 
辞
 ）
 

 
 

 
 

、
聖
宝
 撰
 と
し
て
修
験
 

（
㏄
）
 

 
 

宝
 が
表
に
出
た
の
は
室
町
時
代
に
入
っ
て
、
木
山
派
、
 当
山
派
の
二
大
教
派
が
 

 
 

 
 

の
み
な
ら
ず
山
伏
社
会
 

（
㏄
）
 

全
体
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

わ
る
 
日
 極
印
 濯
頂
 渋
口
 

 
 

十
八
、
 

し
こ
 
、
。
 

 
 

 
 

 
 

、
役
行
者
よ
り
授
 け
 

 
 

来
る
。
 

 
 

 
 

 
 

関
す
る
最
近
の
研
究
⑧
 

 
 

 
 

彩
 は
 観
 賢
か
ら
仁
海
の
 0
 



『修験患部 給 漫 筆搬 刀の世界  
 

 
 

で
、
そ
の
末
尾
に
は
そ
 

 
 

 
 

が
 出
来
る
。
こ
と
に
 満
 

 
 

 
 

饗
 し
た
も
の
と
思
わ
れ
 

 
 

期
 以
後
、
室
町
時
代
に
成
立
し
た
も
の
と
も
見
ら
れ
、
 ま
た
儀
軌
類
は
室
町
時
 

 
 

 
 

と
は
一
応
尤
も
な
こ
と
 

 
 

 
 

の
み
を
見
て
は
な
ら
ぬ
 

 
 

 
 

場
 観
の
内
容
や
 、
 更
に
 

 
 

 
 

仁
海
 謹
疏
 と
あ
り
、
 

つ
 。
 

 
 

藤
原
時
 

 
 

も
の
は
、
 

 
 

砥
潅
頂
 

 
 

始
め
十
 

 
 

ラ
 」
 の
 代

の
末
に
成
立
し
た
 

（
 
4
 ）
 

天
地
 麗
覚
 秘
書
に
 弘
 

ス
 は
神
明
 濯
頂
 を
打
 

二
天
、
十
二
宮
、
二
 

思
想
と
結
び
合
 う
 。
 

 
 

安
 九
年
（
 
S
 き
 ）
に
神
道
 
濯
 頂
の
記
録
が
あ
り
、
 

 
 

十
八
宿
、
二
十
八
部
衆
等
あ
ら
ゆ
る
神
々
を
網
羅
 

や
 編
者
仁
海
に
は
問
題
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

マ
ン
ダ
ラ
の
成
立
を
 

 
 

 
 

た
っ
て
行
わ
れ
た
か
ら
 

 
 

 
 

頂
は
重
要
な
意
味
を
持
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り
 、
そ
の
頭
上
の
壁
面
に
 

験
の
立
場
で
の
 金
胎
 不
一
 

を
示
し
、
胎
の
熊
野
と
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

副
島
、
谷
口
両
氏
が
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

、
大
日
如
来
の
像
が
あ
 

 
 

 
 

軌
 類
の
中
で
、
潤
色
 さ
 

 
 

 
 

ぅ
か
 、
今
そ
れ
ら
の
こ
 

と
に
も
論
及
し
て
い
き
た
い
。
 

 
 

 
 

、
北
斗
七
星
等
の
 

 
 

 
 

の
尊
の
修
法
は
前
に
も
 

 
 

 
 

行
法
に
改
変
し
た
と
 見
 

 
 

 
 

つ
い
て
の
修
法
は
 、
石
 

 
 

 
 

出
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

（
 
0
 ）
 

 
 

 
 

記
文
学
に
あ
ら
れ
 

 
 

 
 

関
係
が
あ
り
、
平
安
時
 

 
 

 
 

セ
星
 、
陰
に
は
山
王
化
 

 
 

 
 

期
 以
降
に
信
仰
さ
れ
た
 

尊
が
 中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
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総
 

嗣
 い
た
と
も
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

元
年
（
の
の
の
）
宇
多
法
皇
は
宮
 

滝
に
 
至
り
、
同
三
年
金
 

釜
山
 v
 
 

こ
 
参
詣
せ
ら
れ
、
 

盲
（
 6
 
 

1
 ）
 検
校
 

 
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

 
 

の
こ
と
が
あ
り
、
御
堂
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し
た
が
っ
て
空
海
教
学
 

の
中
に
は
修
験
の
素
地
が
胚
胎
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

東
大
寺
山
内
に
東
南
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

も
そ
も
真
言
密
教
の
 

 
 

 
 

ず
 、
明
星
 来
 彩
す
。
 遂
 

 
 

 
 

者
の
体
験
を
得
て
 、
初
 

 
 

 
 

験
者
に
受
け
 う
 が
れ
た
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
空
海
は
青
 

 
 

 
 

で
、
館
野
 マ
ソ
ダ
ラ
と
 

（
 
酩
 ）
 

 
 

 
 

で
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
 

キ
 
よ
口
。
 
よ
 
4
 

 
 

 
 

と
 考
え
ら
れ
る
。
 



 
 

 
 

ら
も
当
然
に
修
験
独
自
 

の
 教
学
が
要
請
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

る
 人
名
は
天
ム
ロ
系
の
 

 
 

 
 

も
っ
て
出
獄
修
行
を
中
 

 
 

 
 

験
者
も
住
ん
で
い
た
こ
 

と
が
想
像
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

出
来
る
わ
け
で
は
な
 

 
 

 
 

は
 験
力
も
最
高
で
あ
 

 
 

 
 

仕
方
が
な
か
っ
た
。
 
こ
 

 
 

れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

た
の
で
、
在
俗
の
ま
 

 
 

 
 

容
 し
て
、
修
行
者
は
験
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

て
惨
通
 し
、
修
験
者
 自
 

 
 

 
 

儀
軌
が
出
来
上
っ
た
 と
 

見
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

て
そ
の
当
時
密
教
の
 

 
 

 
 

は
 前
に
も
述
べ
た
よ
 う
 

 
 

 
 

が
な
さ
れ
て
は
く
る
が
、
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身 印 真 る 自 適 験   

の 結 そ 教 あ 遠 罪 め 
行 び も の る な 障 る 
動 、 伝 令 が る を 世 
を 口 統 月白   も 消 界 
通 ヰこ 的 本 真 の 除 が との した 明 真二二ロ 密 な 二の 三口密 し ら 
観 を 教 教 教 文 人 か 
想 唱 の 理 の わ 目 と 

法 に、 え行を祖 法も師ののっ り然 な 
よ 意 は っ 空 中 蓋 て 
っ に   て 海 に 妙 来 
て 本 身   v ブ し   に た     
v= る を 哲 修 的 浮 脂 
目 方 も 学 さ 霊 と す 
己 決 っ 約 れ 力 な も 
0 を て に 、 を り の 

  

 
 

通
し
て
 修
 

 
 

し
 い
 修
行
を
 

 
 

体
得
し
、
 
宇
 

 
 

に
 源
を
発
す
 

 
 

た
 世
界
を
 、
 

体
系
づ
 け
実
 修
の
理
論
的
根
拠
と
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

め
に
は
手
に
め
 

 
 

 
 

 
 

に
安
置
し
 、
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
 
6
 

「
総
マ
ン
ダ
ラ
ロ
の
特
色
 

 
 

め
の
深
い
哲
理
も
要
ら
な
い
か
 

 
 

に
胎
胚
 す
る
修
験
の
性
格
が
表
 

 
 

拝
と
 堂
塔
の
建
立
、
一
般
僧
侶
 

 
 

な
 事
情
等
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
 

 
 

軌
の
基
本
が
成
立
し
た
と
み
ら
れ
 

 
 

察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

ら
 、
や
る
気
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
改
変
出
来
 

で
は
な
い
が
背
後
に
尾
を
引
き
、
そ
の
法
流
を
 

の
伝
法
 濯
 頂
へ
の
羨
望
、
庶
民
の
加
持
 初
 禧
の
 

醍
醐
教
学
が
盛
ん
と
な
っ
た
聖
宝
か
ら
仁
海
の
 

、
「
総
マ
ン
ダ
ラ
」
の
基
本
形
も
「
会
報
」
の
 



 
 

 
 

て
の
行
動
が
大
日
如
来
 

 
 

 
 

自
己
は
大
日
と
し
て
 生
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

」
れ
等
の
諸
尊
は
も
と
 

 
 

 
 

で
あ
っ
た
が
、
深
い
 宗
 

 
 

 
 

し
て
い
る
こ
と
を
 認
 

 
 

 
 

指
す
世
界
と
全
く
軌
を
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
し
た
徳
を
示
す
尊
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
 

、
す
べ
て
永
遠
な
る
 金
胎
 不
二
の
大
日
と
異
な
ら
ず
、
 

 
 

配
列
の
 

順
位
の
違
い
、
 

-
 

対
し
、
修
験
の
行
者
は
 

ま
た
七
星
（
北
斗
）
 、
 

の
た
め
に
修
験
の
マ
ン
 

。
真
言
密
教
徒
が
秘
 

 
 

 
 

意
図
が
読
み
と
れ
る
の
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
開
放
 

 
 

 
 

て
 来
た
の
で
あ
る
。
 そ
 

 
 

 
 

と
し
て
の
大
峰
と
な
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  注 

とゑ と 3 題し 
し ヒ 

口ロ て 円 上 木 
日 日 い 日 日 研   

  

  
の 巻 経 し 

数 Ⅰ 

幸 ま @ 『 

日 日 

次 蔵 
ンブ ヒ @  L" 。 

小 口 
さ 

  
  
機 関 Ⅰ 

に 」 コ ノ 。 Ⅹ 

ム報ヒ よつ   
十 : よ二 。 コ 
蛇 口 

木 木 
Jl 貢 人 
に 蔵 
17  経 
巻 経 

ぞ よ の 列 つ が る る 
  が こ   

の 

  

ん 彼 に 内 の は 峰 文 正 は 
や の 跡 に 聖 八 一 を 濯 原 始修 し 。 前聯 を大 は此 衆は 葉の 乗菩 掲げ 頂外 
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れ 仰 に 木 々 吉 山 を 作 道 以来 や貝 デ ーぎ 、 垂れとし 覚の なり は両 終り 法 ヒ ） 6 （ 7 
ね そ 、 内 て 。 部 た や   

金 ち、 船 遺 の あく 証 に 安坐 山河 

水 鹿 ま 住 し 草 の 
今日 柱 「 
源 に 

有 を で し 絵 本 陣 紳 至 
の 継 南 て ぅ は 刹 法 る 
八 ぎ 天   。 全   謹 ま 

葉 、 開 達 識 く 無 摩 で 
は 行 塔 く に 遮 作 供 の 
自 任 の 巻 足 部 本 改 変 
黙 坐 玄 を れ の 有 築 ら 

に 軟 風 技 法 真 の n-. ぬ 

開 、 を 嶺 繭 体 員 の 山 
宵 居 弘め 発し 身を に自 運然嶺羅 、 茶 自 信 

、 氏 ん び の 風 な 文 仰 
心 軽   " 是 響 り ほ の 

中 の よ 原 
の 一 行 Z 、森 身 nnr 茶、 谷は く ， @5 、 、 、 
町 儀 頓 工 法 々 表 で 
字 に 悟 密 身 た わ あ 
ほ 定 の 稔 の る れ る 

秘 跡 説 嶺 て   

  法 の 法 岳   
を 霊 な は る の 

し タ 修 降 り 金 
  

て に 
顕 心 

どと 
ち は 

現 さ   9 時 
す 柱 も 代 
ピ 源 内 に 

の   容 よ 
神 樹 を は に は っ 

法 大 以 ・ 、 済 し 回 て 
@ 
発 
す     

何 に 役 羅 ぅ る な 



（
 
5
 ）
自
大
正
蔵
 L
 図
三
巻
 

（
 
6
 ）
「
大
正
蔵
し
図
五
巻
 

 
 

和
 三
三
年
 

（
 
8
 ）
栂
尾
祥
雲
底
、
前
掲
 書
 図
版
第
二
図
に
よ
り
訂
正
 

（
 
9
 ）
日
日
 菖
 ㏄
１
 %
 上
、
日
日
 苗
呂
 ㏄
 ｜
 Ⅲ
 下
 

（
 托
 ）
「
 日
蔵
ヒ
耶
，
制
 頁
の
次
の
二
枚
目
の
図
版
 

（
Ⅱ
）
「
解
題
ヒ
 下
捌
 

（
 乾
 ）
日
日
商
 ご
耶
｜
 ℡
 上
 

（
 
H
 ）
円
目
 蔵
口
耶
 １
 %
 

（
 
u
 ）
「
会
報
 ヒ
 Ⅳ
 ，
 Ⅲ
 下
 

（
 巧
 ）
「
会
報
」
 U
 １
 8
 上
 

 
 

 
 

れ
て
は
い
な
い
と
い
 

ぅ
 。
九
六
頁
。
 

（
 竹
 
Ⅱ
）
同
口
目
 
蔵
口
蝸
 １
ノ
丹
下
 

 
 

の
 一
八
大
の
項
参
照
、
 

尚
 修
験
の
六
大
観
の
記
述
が
あ
る
。
 

（
㎎
）
日
日
感
 
蝸
 1
 Ⅱ
 

 
 

 
 

」
 

 
 

 
 

、
流
派
に
よ
っ
て
 異
 

 
 

よ
 る
も
の
で
あ
る
。
前
掲
 書
六
セ
頁
 

（
 
2
 ）
宮
家
 氏
 前
掲
善
一
 0
 頁
 

（
 為
 ）
日
日
商
 ご
耶
｜
 花
下
 

（
 援
 ）
同
日
 菖
蝸
 １
 %
 下
 

 
 

年
 

一
八
一
頁
参
照
 

（
 お
 ）
日
日
 蔵
口
蝸
 １
 %
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（
 牡
 ）
Ⅰ
自
蔵
 L
 邸
 l
 捌
の
第
二
枚
目
の
図
版
 

（
 叩
何
 
）
口
口
目
 
蔵
ヒ
蝸
 １
 %
 り
 

（
㏄
）
「
 日
芝
蝸
 １
 %
 

（
㏄
）
「
 日
 蔵
 し
蝸
｜
 ㏄
 

（
 紐
 ）
日
日
 蔵
臼
蝸
｜
 ㏄
 

（
㌍
）
「
解
題
目
下
㎝
 ?
 Ⅷ
 

（
 田
 ）
「
解
題
 L
 下
拙
 

（
 縫
 ）
ヱ
八
正
蔵
 し
 図
 3
 １
 %
 

（
 鍋
 ）
「
 日
菖
蝸
１
 ㎝
 上
 Ⅱ
 行
 

 
 

五
 0
 頁
 
他
の
研
究
書
に
も
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
 

（
 
W
 ）
中
条
 氏
 前
掲
喜
一
 
二
 0
 頁
 

（
 舖
 ）
和
歌
森
太
郎
氏
前
掲
善
二
二
二
頁
 ?
 二
 二
三
頁
 

 
 

学
 仏
教
学
研
究
」
通
巻
蛇
骨
、
昭
和
五
 0 年
 ）
二
三
 セ
頁
 

（
 如
 ）
「
 ム
広
蟄
 W
 １
皿
 

（
 蛆
 ）
宮
家
華
氏
前
掲
喜
一
 0
 頁
 

 
 

術
 口
角
川
書
店
昭
和
三
九
年
）
 
一
 0
 頁
 

世
界
  

 

日
新
聞
社
㌍
 号
 ）
五
九
頁
 

の
 

 
 

年
 
二
二
八
頁
 

柵
コ
 

（
 蝸
 ）
大
山
氏
前
掲
善
二
三
三
頁
 

撃
 

漫
 

 
 

合
 思
潮
 ヒ
平
 楽
音
書
店
昭
和
三
三
年
二
二
 
0
 頁
 

総
 

 
 

二
八
 
テ
 
二
頁
 

験
恵
印
 

 
 

修
 

（
 弗
 ）
「
上
人
正
蔵
 
ヒ
 図
 3
 １
 %
 

 
 

（
㏄
）
「
大
正
蔵
 ヒ
 図
 3
 １
 %
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（
㏄
）
村
山
修
一
「
山
伏
の
歴
史
 
ヒ
 五
一
八
頁
以
下
 

（
 的
 ）
副
島
三
喜
男
・
谷
口
銭
 雄
 
前
掲
論
文
四
八
頁
 

 
 

（
 
W
 ）
村
山
修
一
氏
前
掲
善
二
九
五
頁
 

 
 

」
安
仏
教
芸
術
日
毎
日
新
聞
社
㏄
 
号
 ）
三
三
頁
以
下
 

和
 四
二
年
三
六
頁
 

昭
和
三
五
年
二
五
頁
 

（
㏄
）
渡
辺
・
宮
坂
両
氏
前
掲
 喜
 
三
三
頁
 

 
 

昭
和
四
二
年
三
一
八
頁
 

（
㎝
）
村
山
修
一
「
山
伏
の
歴
史
 目
 八
五
頁
 

 
 

エ
止
 
0
 年
 
一
八
一
八
頁
 

（
㏄
）
村
山
修
一
「
山
伏
の
歴
史
 口
 八
五
頁
 

（
 
M
 ）
異
臭
海
底
前
掲
 書
五
 0
 頁
 

（
㏄
）
佐
和
 隆
研
氏
 
前
掲
 書
五
 0
 頁
 

（
㏄
）
 巽
良
 海
底
前
掲
 書
 
六
四
頁
 

（
 
W
 ）
「
自
蔵
 目
蝸
 １
 4
 

（
㏄
）
「
 日
蔵
口
耶
 1
 は
 

（
㏄
）
「
 日
感
邸
 1
 は
 ?
 ㍑
 

C5 ㏄ ) 

 
 

講
座
  
平
河
出
版
昭
和
五
十
年
一
巻
四
号
）
 一
 0
0
 頁
 

 
  

 

 
 

 
 

二
四
五
頁
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必
ず
し
も
明
快
で
は
な
い
。
 

つ
 

 
  
 

 
 

自
身
が
 、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
 め
下
の
・
㌃
 
ぃ
 ）
に
（
 
3
 

 
 

Ⅱ
 
a
p
 

 
 
 
 

 
  

 

 
 

る
か
ら
、
 
記
識
と
云
 
7
 

 
 

 
 

界
 で
は
、
特
に
山
口
盃
 

 
 

 
 

こ
の
 記
 識
の
記
に
ど
の
 

  

は
じ
め
に
 

 
 

般
 に
と
い
う
の
は
 希
 れ
に
は
 セ
 ニ
ひ
曲
目
口
 

笘
奉
 

 
 

あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
唯
識
の
意
味
を
尋
ね
る
に
は
 

 
 

ョ
 は
ど
の
よ
う
に
異
な
り
、
 4
 ご
ひ
曲
づ
 

（
 
ト
の
 意
味
す
 

 
 

 
 

 
 

」
と
同
一
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
チ
ベ
ッ
   

の
 語
法
も
見
受
け
る
か
ら
で
 

ふ
目
 ぜ
ヰ
 
の
意
味
を
尋
ね
 

る
も
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
 

上
訴
で
は
、
そ
の
区
別
が
 

せ
ニ
目
お
 曲
に
つ
い
て
 

１
１
 チ
ベ
 "
 ト
訳
円
 
摂
大
乗
論
 
L
 の
用
例
を
中
 
，む 
 
 

 
 

竹
村
 
牧
男
 



 
 

 
 

に
 境
の
相
三
日
 レ
 
（
（
が
 

 
 

曲
す
 a
=
 
隼
曲
 
r
 
め
 
ぎ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

0
 行
相
を
具
え
る
 

 
 

認
め
ら
れ
よ
 う
 。
 

と
 述
べ
、
さ
ら
に
、
 

 
 

調
停
智
の
内
的
契
機
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

で
は
、
諸
経
論
の
実
際
 

 
 

 
 

つ
い
て
」
に
お
い
て
、
 

（
 
巳
し
 

）
 

 
 

 
 

地
の
検
証
を
行
な
っ
て
 

 
 

が
 少
な
く
な
い
よ
う
に
見
受
げ
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

一
端
を
担
 う
 た
め
 

 
 

 
 

例
を
検
討
し
て
み
る
こ
 

と
に
し
た
い
。
 

（
 
4
 ）
 

 
 

に
お
い
て
、
 

5
6
2
 

 
 

 
 

 
 

 
 

居 ふ 

ても る 。（ ） 3 

識 
と 

7% 
ふ 
て 

も 

内 
容 
的 
@."" く "" 

差 
月 Ⅱ 

の 

あ 
る 

も 

の 

で， 

な 
@ 

由 
  

て 

真 
諦 

玄 
笑 
等 
ャま   

両 
者 
共 

に此 

を 
識 
の 

圧 口 @ Ⅱ 

の 

み 
で， 

表 
は 
し 
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話
 に
 ょ
 れ
ば
、
そ
れ
は
 

 
 

 
 

な
ろ
 う
 。
 

 
 

 
 

指
摘
さ
れ
て
い
た
と
お
り
、
 

 
 

 
 

著
 わ
し
た
「
大
乗
阿
毘
達
磨
 

つ
 

 
 
 
 

 
 

を
 説
く
と
こ
ろ
に
、
同
様
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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オ
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こ
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笈
多
訳
 
Ⅱ
白
丁
 
境
 義
故
（
 

8
 
）
 

 
 

強
調
す
る
 

 
 

誠
 に
つ
い
て
は
 

 
 

ず
 ㎏
 0
%
 
 

ト
曲
 

（
 
6
 ）
 

 
 

㏄
 づ
曲
甘
 

0
 Ⅰ
 

 
 

依
 ）
に
 

で
あ
る
。
 

 
 

が
 
r
p
p
 

日
 

  

 
 

頼
耶
調
め
 

、
 次
の
よ
う
卜
 
し
 舌
口
 
っ
ナ
 
Ⅰ
い
る
。
 

 
 

㏄
 
丑
 
0
 Ⅰ
 

 
 

が
 故
に
 識
 

 
 

 
 

  



 
 

と
な
る
の
と
、
我
を
思
量
す
る
の
と
の
故
に
 、
 意
は
 一
 

 
 

 
 

一
種
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し
て
い
る
こ
と
も
、
理
解
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
 

ま
た
、
こ
れ
ら
十
一
の
 

せ
と
監
も
 

ゴ
 に
関
し
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

さ
 目
打
ず
曲
目
 

已
隼
隼
 
0
 
Ⅰ
 

 
 

口
 で
あ
る
も
の
、
こ
れ
が
俊
也
 

起
相
 で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

別
 を
説
い
て
、
 

の
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
 

る
 。
そ
し
て
口
授
 
論
 L
 

え
ら
れ
た
も
の
、
あ
る
 

キ
ユ
 0
 
幅
 旧
日
 ゴ
田
 

Ⅱ
 
臣
 件
目
 で
曲
 
Ⅰ
Ⅱ
 
侍
 
0
 
幅
 

分
別
は
す
な
わ
 

 
 



唯
識
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
 

の
 」
と
い
う
句
に
対
し
、
「
 摂
論
 世
親
秋
口
 が
 

（
 
臼
 ）
 

識
 と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
説
い
て
い
た
よ
 う
 

ろ
 う
 。
そ
の
こ
と
は
、
「
世
親
 秋
 口
が
そ
の
 句
 

的
 対
象
が
存
在
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
が
、
 

た
だ
し
、
外
界
の
実
在
を
否
定
す
る
た
め
に
 

を
た
て
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、
唯
識
と
い
う
 

で
 存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
主
観
の
実
在
 

上
 、
そ
れ
を
模
写
し
た
り
取
得
し
た
り
す
る
も
 

と
こ
ろ
の
 誠
 な
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
勝
義
に
は
 

何
か
あ
る
も
の
と
し
て
対
象
的
に
定
立
す
る
こ
 

い
、
そ
れ
自
身
を
主
語
と
す
る
こ
と
の
で
 き
な
 

い
 5
 合
 解
 
（
対
象
的
了
解
）
す
ら
消
え
る
の
で
 

隼
 0
%
 
 
で
す
さ
 
Ⅱ
Ⅱ
遊
曲
 

ロ
い
つ
曲
 

Ⅱ
巳
の
 で
 が
 ヰ
 
㏄
 
曲
 弓
 
Ⅰ
 

そ
れ
ゆ
え
、
唯
識
と
分
別
さ
れ
る
な
ら
 

と
 解
説
す
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
唯
識
 と
 

  

に
 把
握
す
る
こ
と
の
否
定
こ
そ
を
説
い
て
い
る
 

双
方
と
も
に
否
定
す
る
、
高
次
の
立
場
に
立
っ
 

 
 

っ
て
 現
 わ
さ
れ
た
所
縁
を
も
つ
も
 

 
 

さ
れ
た
所
縁
を
も
っ
こ
と
が
、
 
唯
 

 
 

」
そ
が
、
唯
識
の
原
義
な
の
で
あ
 

（
 
駿
 ）
 

 
 

い
う
よ
う
に
、
 

義
 Ⅱ
外
界
の
実
体
 

唯
識
と
い
う
こ
と
の
第
一
義
な
の
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

盾
 的
な
機
能
を
根
木
と
す
る
理
論
 

 
 

ず
 、
そ
れ
に
見
合
う
よ
う
な
仕
方
 

 
 

単
な
る
対
象
 界
 が
無
で
あ
る
は
 

 
 

 
 

境
を
自
己
自
身
に
お
い
て
見
る
 

 
 

 
 

唯
識
 即
 二
 %
 と
し
て
の
 了
別
は
、
 

 
 

的
に
把
握
で
き
る
も
の
で
は
な
 

 
 

ぎ
は
 、
世
界
は
唯
識
で
あ
る
、
 
と
 

あ
っ
て
、
そ
こ
を
「
世
親
 釈
 」
は
 、
 

（
㏄
 
四
 
）
 

 
 

、
ま
た
（
そ
れ
が
）
 
義
 と
な
る
 故
 

 
 

 
 

物
や
内
的
事
象
の
一
切
を
対
象
的
 

 
 

な
る
唯
物
論
も
単
な
る
唯
心
論
も
 

 
 

一
の
 了
別
 作
用
の
み
有
で
あ
る
こ
 

(578)  90 



Vl 睡 aPhl につ 

51  (57 色 ) 

  いて 

Ⅴ Ⅴ Ⅴ ， 注 
円 円 づ 日は 

「 申 （（ 転 官官 憶 （（ 
  

べ 

P ド （ 

尽ゴ 一 ヒ     
    

  月、 がコ せが 

  
    

巨 ・ 片反 

  山守 已 
  

ャこ 

  つ 

  
曲コ 曲     

ルゲ 隼 O コ 
て記 

日 Ⅱ 反 
  

色で   

で あ 
お 

てり 笘 Ⅱ 。 @ Ⅰ 

せ り 

  

Ⅱ臣が 

  
  
笘 Ⅰ 

ののの 

穏 

侍 のり ロ Ⅰ 

l. ロト 

  
  

と 

あ 
  

る よ て 辺 と 

  る 、 ） を 
相 そ も 宣 
l れ の 場 
見 ら で し 

  
美 的 そ 減 
件 目 の 辺 
化 己 一 ピ 

  
  
  
をを我ょ、 

  
い の 々 

（ 離沖   
あ に い 益 



（
 
7
 ）
大
正
大
蔵
経
、
二
二
巻
、
三
二
五
頁
、
 

中
 。
 

（
 
8
 ）
岡
君
、
ニ
セ
四
頁
、
 
中
 。
 

（
 
9
 ）
 同
右
 、
一
五
八
頁
、
 中
 。
 

 
 

0
 ロ
・
 
ヴ
せ
 
・
㌧
・
㌧
Ⅱ
 

曲
缶
す
 

ロ
ロ
・
㌧
が
ヰ
口
 

ダ
ト
 の
の
 
べ
 -
b
.
 
 

ト
 
H
 、
デ
 Ⅱ
 

 
 

 
 

ヒ
 ㏄
 べ
 
さ
さ
 
い
か
 
・
 ね
 Q
 
セ
 Ⅰ
～
 

 
 

 
 

（
は
）
一
則
 
注
 
（
 
6
 ）
 参
昭
 

（
㎎
）
三
の
い
 
F
 
 
㌧
 一
 H
m
o
.
 

ダ
 ウ
 ?
 づ
，
し
 
一
口
 
N
 の
・
 
ダ
め
 

（
Ⅱ
 し
才
 目の
 
C
.
 

㌧
一
㎏
も
 

0
.
 

ダ
ベ
卜
 
く
の
・
 
し
 @
 
H
 

ま
 ・
 ダ
め
 )
 、
 
㏄
 

（
 
巧
 ）
大
正
大
蔵
経
、
三
一
巻
、
三
八
三
頁
、
 

下
 。
 

 
 

鮨
 目
さ
み
和
田
 

ぉ
寮
 
・
Ⅰ
，
 

0
 持
セ
 
0
.
 
ト
 
の
の
 

H
.
 

㌧
 n
.
 

（
（
・
Ⅰ
・
）
 

ト
 
H
.
 
の
由
の
 

 
 

が
 ・
 ト
の
 
の
 m
 、
ロ
 
・
 め
 m
-
 
）
 
P
.
 
ゆ
１
 の
 

（
㎎
）
 前
注
 
（
 
照
 ）
参
照
 T
 

（
㎎
）
一
別
注
（
 3
 ）
 参
昭
 0
 

（
四
）
一
別
掲
ま
日
（
 

叩
 ）
 o
.
H
 
～
 
，
 ～
・
 
べ
 

（
 
左
 ）
呂
の
・
 ョ
品
 ・
 ヴ
 ，
 P
 
、
（
 

N
.
 

つ
一
ミ
 ・
 P
.
 
の
 ナ
、
か
 

 
 

 
 

と
あ
り
、
や
や
異
な
 

（
 
プ
 二
の
 
、
 ㌧
一
ト
 
の
 ・
 p
.
 

の
・
 

り
 一
ト
 
の
 ・
 ヴ
 ・
の
）
 

 
 

 
 

 
 

四
五
頁
、
注
 4
 参
照
。
 
9
 

 
 

 
 

び
次
 注
参
照
。
⑲
 

 
 

 
 

昭
和
四
一
年
、
六
頁
、
 
注
 ㈲
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

頁
 以
下
参
照
。
 

（
 6 ）
 
ン
ミ
 
の
・
㌧
 
@
 か
・
 
り
ウ
 @
 て
べ
，
ロ
 

@
 の
・
 
ヴ
 ・
 べ
 Ⅰ
 
て
 ㏄
 



Vim 血 ptl について 

（ （ ハ （ ハ （ （ ハ （ （ （ ハ 

㏄ 目 

釈   

は 
目セ曲 0 

論 
と 
同   
様   

  目 
  

口ゴ   
    
  
      
    
      
  
  しが 唯 
  て 陳誠   
  

之 れ 
  弘布 1 し Ⅴ 申 ん ・・ よ 、 沖 「 叩 ⅡⅡ歴 ， 叩 」 
  い 後で 
  た に は   
  

大 「 
  

  め確姉     で 土公 正 
  あ さ 説 と 識 
    る れの 
  も 上 

大学研 

  
      らノ 

所現 
究 さ 絃 

無性 
の と 影 目し 玄小 

で、 し 像 要、 
釈 ヒ 。 あ て   

第 
ャま 

0@ =a 
無有 四 

Ⅱ 岸 摂     

93  ( 轄 1) 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

口
ぅ
 
。
斗
よ
 
ス
 
に
、
 玄
竣
 

 
 

 
 

 
 

る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
 

 
 

の
 
）
 
の
 

（
 如
 ）
目
の
・
 
ョ
 H
o
.
 

ヴ
 ・
 甲
 
Ⅱ
 m
.
 
コ
品
 ・
 p
.
N
 

、
て
 
A
 

（
 
典
 ）
目
色
㌧
 @
P
 
づ
 
・
 P
 
 
㏄
 
?
 の
・
 
ロ
 @
H
 
臼
ダ
 H
 
Ⅰ
 
、
 N
 

 
 

 
 

八
四
頁
、
 
丁
 
・
 
奏
 
多
多
照
）
。
 

（
 
佃
 ）
目
の
 

C
.
 

㌧
一
㎏
 

お
 ・
 ダ
の
 ?
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ヒ
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は
の
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ダ
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（
 
何
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大
正
大
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、
三
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四
 
0
 一
頁
、
 
下
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昭
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（
 
蝸
 ）
一
則
 
注
 （
 
托
 ）
参
照
 
ぜ
 

 
 

巻
 、
一
五
 セ
頁
 、
 中
 参
照
。
 

 
 

識
体
 と
し
て
の
二
分
説
が
導
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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ン
 
（
 
の
 

展
 

望
 

 
 

席
 だ
っ
た
 

会
長
に
今
回
選
ば
れ
た
。
 

第
十
三
回
国
際
宗
教
学
宗
教
史
学
会
議
 

シ
モ
ン
国
際
宗
教
学
宗
教
史
学
会
新
会
長
挨
拶
要
旨
 

 
 

し
て
い
 

 
 

イ
ギ
リ
 

 
 

 
 

ら
そ
の
解
決
を
は
か
り
 
ぅ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

S
H
 

 
 

発
表
者
は
 

 
 

 
 

私
ど
も
に
と
り
極
め
て
 
大
 

 
 

 
 

ど
も
の
死
活
問
題
で
す
。
 

 
 

げ
 ろ
よ
う
 

お
こ
な
っ
た
。
 

 
 

 
 

し
て
い
ま
す
。
 I
A
H
 

 
 

 
 

限
ら
れ
て
い
る
と
し
ば
し
 

 
 

 
 

え
て
い
ま
す
が
、
年
々
 
事
 

 
 

 
 

包
括
さ
れ
て
い
な
い
広
大
 

 
 

。
そ
れ
は
 

 
 

れ
る
が
、
 

 
 

 
 

す
 。
開
発
途
上
国
が
宗
教
 

 
 

 
 

ろ
 技
術
者
と
か
医
者
を
養
 

 
 

 
 

え
ま
す
。
し
か
し
 
I
A
H
 

 
 

 
 

 
 

。
厳
密
に
み
た
ば
あ
 い
そ
 

 
 

 
 

 
 

す
な
わ
ち
政
治
的
な
い
し
⑤
 

 
 

客
観
的
研
究
を
妨
げ
る
と
こ
ろ
 
 
 

と
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

ね
 、
私
ど
 

 
 

モ
ソ
 



 
 

 
 

し
て
い
ま
す
 す
 。
と
こ
ろ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ん
 。
 I
A
H
R
 
は
そ
こ
で
 

 
 

 
 

て
 、
宗
教
学
に
関
す
る
す
⑭
 

 
 

 
 

 
 

る
 地
位
に
と
ど
ま
ぁ
、
 
と
 

 
 

 
 

も
ま
た
一
つ
の
成
果
で
す
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
 学
者
の
あ
い
だ
に
ひ
ろ
 

で
す
。
 1
 

も
っ
 

 
 

得
す
る
こ
 

 
 

す
 。
 

 
 

 
 

の
そ
う
し
た
組
織
と
張
 

 
 

 
 

サ
 困
難
て
す
し
ろ
し
ろ
理
由
は
あ
り
ま
す
が
、
 

 
 

 
 

ど
も
の
会
議
に
は
で
て
ま
 

 
 

 
 

個
人
的
に
接
触
す
る
な
 

 
 

 
 

り
を
公
式
に
設
定
す
る
な
 

 
 

 
 

必
要
が
あ
り
ま
す
。
 
私
ど
 

 
 

 
 

が
 諸
宗
教
の
専
門
家
を
糾
 

 
 

 
 

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 
こ
 

 
 

 
 

接
触
の
問
題
は
た
し
か
に
 

 
 

影
響
を
熟
考
に
価
い
す
る
と
思
い
ま
す
。
 

 
 

按
分
野
 

 
 

細
分
化
が
 

 
 

 
 

努
め
た
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

 
 

 
 

洋
 古
典
学
者
、
オ
リ
 
ェ
ン
 

 
 

 
 

者
で
は
な
く
、
ほ
か
の
 
研
 

 
 

 
 

存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

 
 

 
 

に
 参
加
す
る
よ
 う
 こ
 う
し
 



 
 

、
ン
ョ
 

 
 

あ
と
各
部
 

 
 

リ
力
 の
七
本
 

 
 

ス
ト
 教
、
 

 
 

ユ
 ダ
主
教
、
 

 
 

学
的
研
究
、
 

 
 

数
社
会
学
 

宗
教
民
族
学
、
㈹
宗
教
哲
学
の
十
六
を
数
え
た
。
 

 
 

㈲
 リ
サ
 

 
 

催
さ
れ
た
 

 
 

る
 よ
さ
に
段
げ
 

る
 よ
 う
 提
案
さ
れ
た
新
し
い
試
み
１
編
集
部
）
の
二
種
で
、
 時
間
は
前
 

 
 

 
 

 
 

イ
ス
 

（
編
集
部
）
 

シ
ェ
ル
）
、
阿
部
正
雄
（
日
本
）
が
選
ば
れ
た
。
 

 
 

別
 と
な
ら
 

 
 

両
方
と
も
 

 
 

精
密
科
学
 

 
 

科
学
に
属
 

 
 

固
め
る
 必
 

嬰
 が
あ
り
ま
す
。
 

第
一
部
会
ア
フ
リ
カ
の
宗
教
 

 
 

で
 開
催
 

 
 

士
は
、
裕
 

 
 

く
に
第
三
 

 
 

を
 強
く
 訴
 

 
 

て
い
ど
 実
 

 
 

ン
シ
ル
の
 

 
 

会
 を
設
 け
 

 
 

本
数
」
、
 第
 

 
 

「
比
較
 宗
 

 
 

民
族
学
」
 

 
 

十
八
日
に
 

 
 

ム
 」
と
 合
 

 
 

ぞ
れ
 ま
と
 

 
 

え
る
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第
 

 
 

と
そ
れ
は
 

 
 

じ
て
、
 
ア
 

 
 

り
あ
げ
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も
の
が
多
か
っ
た
。
 

発
表
者
と
題
目
 

  

 
 

 
 

 
 

円
す
 
0
 屈
む
 
す
井
 
リ
 
二
ロ
 せ
 Ⅱ
が
の
 

ヴ
 の
の
・
（
下
）
 

 
 

 
 

 
 

ヰ
ロ
の
㏄
㌧
 

片
 
Ⅰ
 
曲
 ・
 



往
 （
 
ぃ
 
0
 コ
田
 Ⅱ
 
匹
 Ⅰ
 
性
 。
 コ
 ・
（
下
）
 

 
 

コ
 
@
 0
 コ
の
 

p
O
 

巾
 

リ
コ
リ
 
ロ
 で
 逮
 ガ
田
・
（
 
下
 ）
 

 
 

隼
の
 
Ⅰ
の
 
臣
 年
の
 
コ
叶
 

の
す
 
E
 Ⅱ
の
 
ゴ
 の
の
ぎ
 吏
 ）
仁
井
す
く
 

円
 
Ⅰ
Ⅰ
 
げ
り
 
・
（
㏄
）
 

 
 

Ⅰ
 
性
 0
 コ
 ・
 下
 

 
 

の
 
p
.
 
（
 
し
 一
）
 

 
 

 
 

営
コ
 叶
 
0
 ロ
 
0
 幅
ノ
 
の
曲
（
 
お
沼
曲
 Ⅰ
の
す
デ
ヰ
 
汐
 目
ヰ
 
す
 の
Ⅱ
二
く
 

臼
 
Ⅰ
㍉
田
の
 

ド
 ・
（
 
く
円
 
）
 

 
 

 
 

隼
が
コ
 の
 ト
 
の
 コ
計
 

 
 

目
 仲
田
ソ
リ
 

ロ
 

 
 

岸
仁
 
Ⅰ
 
幅
お
曲
 
）
 

寸
絃
 せ
計
 
ゴ
 乱
の
 
ヨ
 
曲
 ヨ
 0
 コ
 的
叶
ゴ
 
㏄
 す
の
 

宇
 
注
 ・
（
下
）
 

 
 

o
 コ
岨
 （
 
ゴ
の
 

下
ヰ
曲
臣
 
。
Ⅱ
の
 
ゴ
リ
コ
 
p
.
 
 

（
 
下
 ）
 

 
 

@
 
 
と
や
 
0
 六
コ
 

0
%
 

 
 

（
 
下
 ）
 

 
 

け
 0
 二
 %
 
ゴ
 の
 

 
 

が
 二
 %
 

コ
 。
Ⅰ
 
由
甘
 
・
の
り
の
 

ヰ
 
の
Ⅰ
 
臣
之
 ）
幅
の
「
 

i
a
.
 

（
 
い
 ）
 

 
 

ヨ
 0
 
 
㌧
Ⅱ
 
0
 ヴ
 

石
目
）
の
 
0
 片
の
 
0
 ヨ
 ～
ロ
ロ
 

ロ
 ）
の
が
甘
口
 

ゆ
 Ⅰ
の
 
尾
笘
 0
 目
の
）
隼
の
り
の
・
（
下
）
 

 
 

ョ
 ㏄
（
ウ
ガ
 

ン
ダ
 ）
，
 
巨
片
せ
仁
コ
 

0
 コ
 %
 
 
（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
ン
㌧
 0
 ㈱
（
ガ
ー
ナ
）
・
 

ヴ
 

下
の
 
Ⅹ
 す
か
ヨ
  

 
 
 

（
英
国
）
 ｜
 第
四
部
会
、
キ
リ
ス
ト
教
と
合
同
。
 

 
 

 
 

 
 

ヰ
ゴ
 
の
㌧
 団
 叶
の
曲
Ⅰ
 

つ
む
コ
コ
 
の
 
0
0
 片
口
 0
 目
ヰ
 
甘
 0
 Ⅱ
 
臣
つ
乙
 
）
幅
の
Ⅰ
 

田
 ・
（
 
下
 ）
 

 
 

田
ゴ
り
主
 

㏄
 

 
 

臣
 ）
 

 
 

u
p
.
 

（
下
）
 

 
 

日
人
 
Ⅱ
）
 

卍
幅
 
p
 
ハ
 
レ
 

の
 三
曲
 
/
 Ⅱ
 
巴
 
ト
ヨ
 
巨
円
曲
 
（
 
ロ
 
O
 岸
 m
.
 

（
下
）
 

 
 

0
 コ
 0
 片
ヰ
ア
 
の
 

 
 

u
.
 

（
㏄
）
 

 
 

の
已
 Ⅰ
パ
 

リ
柄
 

W
 仁
の
 

の
り
の
㍉
 

e
e
 

隼
リ
コ
 
の
）
の
の
の
の
の
什
の
の
の
セ
ロ
の
Ⅰ
の
目
白
月
の
の
 

ロ
コ
 の
が
 
ヴ
 
0
 再
 ・
（
 
い
 ）
 

 
 

匹
が
ロ
プ
 
リ
二
口
 

の
オ
ト
い
 

の
曲
が
申
 

岸
セ
 ・
（
 
下
 ）
 

 
 

ち
お
ユ
 （
 英
 

国
 ）
 ｜
 第
七
部
会
、
イ
ス
ラ
ム
と
合
同
。
 

 
 

ウ
ェ
 

 
 

）
の
～
ゴ
リ
 

臣
 Ⅰ
 

 
 

博
士
は
本
 

 
 

現
地
人
の
 

 
 

住
み
、
 
集
 

 
 

る
神
 概
念
 

 
 

リ
カ
 の
古
本
 



第
二
部
会
中
近
東
・
地
中
海
地
域
古
代
宗
教
 

発
表
者
と
題
目
 

 
 

申
 
り
せ
の
目
の
 

Ⅰ
乱
山
㎎
 

い
 
0
 コ
 
・
（
 
ヒ
占
 

）
 

 
 

（
・
（
下
）
 

 
 

づ
ギ
的
ぎ
 

・
（
 
下
 ）
 

し
ガ
キ
げ
下
 

（
南
ア
フ
リ
カ
）
 

@
 下
ち
 
目
 
0
 
 
卜
胡
洩
岸
 

ゅ
ガ
 

o
m
,
 
 

（
下
）
 

 
 

 
 

 
 

さ
れ
た
が
、
 

 
 

ア
ソ
ス
 

 
 

に
し
た
 神
 

 
 

き
だ
し
た
 

 
 

ル
 バ
リ
 族
 

 
 

の
 現
地
人
 

 
 

フ
リ
カ
の
 

 
 

場
所
が
不
 

 
 

。
実
際
に
 

 
 

ぐ
 「
他
者
」
、
 

 
 

 
 

 
 

し
っ
 っ
あ
 

（
後
藤
光
一
郎
）
 

る
の
を
か
 い
聞
 見
た
感
が
し
た
。
 

（
下
）
 

 
 

甘
 曲
コ
 
の
ト
 
の
二
片
 

③
の
 
セ
づ
 
（
・
（
 
下
 ）
 

 
 

 
 

0
 ロ
 
0
 幅
 ）
・
（
 
し
 ）
 

 
 

匡
づ
 の
の
（
 

p
.
 

臣
 ）
の
 
コ
 （
・
（
 
ト
 -
 
）
 、
 

 
 

ヱ
 %
 
 ヱ
 u
r
 

 
 

（
 
卜
 ）
 

 
 

ヨ
リ
ロ
ロ
の
二
 

%
 

C
 煕
憶
ざ
 @
 の
づ
下
 ）
 N
.
 

（
下
）
 

 
 

㎡
 
ト
の
せ
 
の
Ⅱ
 
す
い
 

ひ
 
の
目
の
の
ヨ
幅
。
 

コ
 ㏄
 目
 ）
・
せ
 
き
 q
.
 
）
 
コ
 ）
 
で
 h
.
 
す
 Ⅰ
 
ヨ
の
 ・
（
下
）
 

 
 

ヨ
リ
 
Ⅰ
二
の
 
す
 の
 

の
コ
コ
 
の
・
（
下
）
 

 
 

@
 
Ⅰ
 
ト
 
0
%
 
目
 
m
 ゴ
の
 

の
 Ⅱ
が
 
@
 リ
 ヨ
。
 
冊
ゴ
 
辻
 
（
 0
 ～
 
0
 性
の
凹
レ
口
戸
ロ
 

ギ
セ
 ・
（
 
下
 ）
 

 
 

0
 ～
～
 

0
 ・
（
 
レ
 ）
 

 
 

目
 
曲
の
曲
丹
田
 

0
 巨
 

 
 

0
 Ⅱ
 
由
 Ⅰ
 
の
 

由
佳
（
～
）
 

0
 コ
由
 
e
 
r
 

づ
ヨ
吐
 二
の
・
（
 

レ
 ）
 

 
 

 
 

㈱
の
 ゆ
寸
 

⑤
 

 
 

（
・
（
 
下
 ）
・
 9
 

 
 

犠
 0
 
ロ
 コ
匹
モ
 （
米
国
）
 @
 
 
㌧
の
Ⅱ
の
の
 

で
 
0
 ）
 
ぢ
由
 曲
目
凹
，
（
 

レ
 ）
 



第
三
部
会
仏
教
 

 
 

偲
び
っ
 

  

究
の
実
情
 

  

 
 

 
 

教
 
）
の
 
模
 

  

が
な
け
れ
 

は
 
望
外
の
し
あ
わ
せ
で
あ
る
。
 

 
 

と
し
て
 

 
 

種
 
共
に
出
 

 
 

つ
こ
 

キ
ハ
 

。
 

発
表
者
と
題
目
 

  

曲
 
の
い
 

由
 
0
 
ロ
ゴ
の
 

 
 

口
内
）
 

0
 
弔
の
 

 
 

学
術
上
 

と
 
セ
イ
ロ
ン
で
の
仏
教
解
釈
に
つ
い
て
」
㈹
。
 

 
 

敦
史
 
に
 

お
 
げ
る
出
家
運
動
」
㈹
。
 

 
 

ヨ
 @
8
 ヨ
 の
 

の
 
。
 コ
の
ト
 

隼
の
㍉
㏄
 

由
 。
甘
の
・
（
下
）
 

 
 

ゴ
 の
の
 ゴ
巴
 

由
 の
り
 
目
 0
 ㍉
㏄
の
討
の
・
（
下
）
 

し
す
 
住
田
 @
 ヱ
の
 
㏄
 目
コ
む
い
コ
閑
ド
 

）
 
8
 ㏄
 降
 Ⅰ
団
円
 
臣
の
ヨ
 
・
（
 
下
 ）
 

（
編
集
部
）
  

 

 
 

 
  

 
 
 

い
て
」
⑬
。
 

 
 

 
 

「
上
座
仏
教
研
究
に
対
す
る
パ
ー
リ
註
の
意
義
」
⑬
。
 

⑤
 刃
 曲
名
Ⅰ
 
ぎ
 s
0
 
コ
 
（
英
国
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
大
仏
教
学
講
師
）
 

円
す
 
0
 
n
o
 

ヨ
 

 
 

目
汁
 の
メ
ヰ
 

「
克
巳
教
典
の
分
析
の
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
」
⑬
。
 

以
上
第
一
日
目
。
 

第
二
日
。
 

 
 

コ
 ソ
 
の
 リ
 
二
の
ド
目
 

口
 E
&
 
ロ
す
 
w
m
 
ョ
 
「
仏
教
に
お
け
る
善
巧
方
便
の
概
念
」
㈹
。
 

 
 

ゴ
リ
 「
ミ
リ
 

ン
ダ
・
パ
ン
 ハ
 に
お
け
る
信
仰
」
⑬
。
 

 
 

の
 
Ⅰ
 
曲
 Ⅱ
由
江
㏄
 

 
 

教
 の
 発
 

達
 」
⑬
。
 

 
 

卍
ツ
 

Ⅱ
の
 
ヰ
 
ハ
リ
ロ
 

ト
 
の
曲
（
 

 
 

 
 

 
 

由
的
ゴ
の
 
㏄
 コ
隼
 

（
 
す
 の
の
の
（
 

p
b
 

日
日
「
声
聞
僧
伽
と
須
陀
 恒
 」
㈲
。
 

 
 

下
い
 屈
隼
 

 
 

中
国
の
 

伝
承
の
仏
教
的
批
判
」
㈹
。
 



 
 

屈
ぎ
 
田
の
 

 
 

の
 仏
教
 

ぬ
 観
念
」
⑬
。
 

 
 

の
神
秘
主
 

義
 」
㈹
。
 

第
三
日
。
 

 
 

田
す
 
0
 
 
㌧
 岸
 Ⅰ
 
の
 

 
 

げ
る
 浄
 

十
数
運
動
に
お
け
る
善
導
の
意
義
」
㈹
。
 

 
 

片
 
㏄
 
ヴ
 Ⅱ
 
レ
 

 
 

と
 作
り
 

ご
と
」
㈹
。
 

 
 

の
 
Ⅱ
二
円
八
し
 

田
 
m
 
コ
 
Ⅰ
 

 
 

」
㈲
。
 

 
 

Ⅱ
巨
頭
 
岸
 Ⅰ
 

き
ド
「
釈
尊
の
真
正
生
誕
年
月
」
⑬
。
 

 
 

o
f
 

下
田
：
 

ハ
 
Ⅱ
 

空
算
。
 ぎ
 （
 
ミ
廿
 総
目
）
「
聖
徳
太
子
の
仏
教
に
つ
い
て
」
⑬
。
 

第
四
日
。
 

 
 

ヱ
 の
（
コ
リ
コ
 

由
 

望
 

ミ
キ
「
仏
教
、
国
家
主
義
お
よ
び
戦
争
」
㈹
。
 

 
 

 
 

 
 

る
 社
会
 

展
 

｜
 政
治
的
位
置
づ
 け
 １
タ
 イ
 国
の
場
ム
ロ
」
㈹
。
 

 
 

0
 片
悪
 
㌧
 簿
セ
 
Ⅰ
 

 
 

進
展
に
 

お
 け
る
ゥ
 パ
ー
サ
（
方
便
）
概
念
の
意
義
」
㈲
。
 

 
 

が
臣
 
年
計
～
）
 

わ
 

 
 

個
人
と
 

世
界
」
⑬
。
 

 
 

ド
の
日
 
曲
コ
 
年
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

れ
た
。
 

 
 

等
）
の
 多
 

 
 

す
る
内
容
 

 
 

大
乗
仏
教
 

 
 

立
つ
も
の
 

 
 

っ
 た
も
の
 

 
 

リ
ン
ソ
 ソ
 

 
 

は
珍
 ら
し
 

い
も
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

ヘ
ン
ボ
 

 
 

代
 、
新
社
 

 
 

2
3
 に
 思
 

 
 

会
議
ま
で
⑲
 

 
 

ら
れ
た
。
（
 

 
 

れ
 興
味
を
㎝
 

 
 

 
 

応
 で
は
じ
 



第
四
部
会
キ
リ
ス
ト
教
 

発
表
者
と
題
目
 

 
 

叶
 
二
の
 

由
つ
い
 
の
（
）
 

e
 珪
 
o
 （
～
）
 

れ
 イ
円
か
す
Ⅱ
 

e
 
ヌ
 「
の
・
（
く
月
）
 

 
 

0
 ト
ん
の
Ⅱ
の
 

 
 

（
 
い
 ）
 

 
 

Ⅱ
の
）
の
の
 

主
 ）
 

 
 

い
 ）
 

 
 

コ
 ）
）
叶
い
 

甘
コ
格
ハ
 

叶
ゴ
 
の
の
の
 
由
ぃ
 
叶
い
 

0
 口
の
ハ
 

U
o
r
 

ぎ
叶
三
が
コ
 

の
・
（
 
下
 ）
 

 
 

ヨ
 「
 
ゴ
 田
井
の
 

仏
い
 

 
  

 

叶
ゴ
の
 
口
目
口
 

の
 

田
 
の
の
 
む
ヰ
 

二
の
の
う
田
仁
Ⅰ
 

ヒ
 @
 ㏄
Ⅱ
の
㏄
㌧
 

づ
 B
 あ
 い
ト
 （
下
）
 

 
 

 
 

い
口
 
8
%
 い
つ
 Ⅱ
 
0
 ゑ
コ
 の
の
 o
 片
 C
 的
 リコ
 
由
曲
 
、
 ト
 の
の
 
0
1
 
Ⅱ
 ゆ
 Ⅱ
 卜
 ・
（
下
）
 

 
 

ぎ
宙
汗
 ・
 

寸
 コ
ロ
・
（
下
）
 

 
 

臣
臼
 8.
 

 
 

の
 智
慧
な
 

 
 

ぬ
 課
題
の
 

所
在
が
ハ
 
ツ
キ
 リ
し
た
か
に
思
わ
れ
た
。
 

（
橋
本
芳
契
）
 

第
五
部
会
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
 

発
表
者
と
題
目
 

 
 

Ⅱ
の
も
の
の
 

ヱ
 Ⅱ
 の
 

（
下
）
 

 
 

忘
口
 ゴ
 
（
 8
,
 

（
 
い
 ）
 

 
 

第
二
一
 

部
会
、
仏
教
と
合
同
。
 

 
 

）
目
の
曲
㍉
）
 

ぺ
 

）
が
 
穏
コ
 ・
（
下
）
 

 
 

由
旬
・
（
 

い
 ）
 

 
 

の
ま
Ⅰ
（
の
 

r
 
的
の
・
 

の
侍
め
岸
 

0
 
目
 由
 e
 
Ⅱ
臣
の
目
 

0
 
目
 養
 せ
の
日
の
り
 

ゴ
 0
%
 カ
 匹
 よ
眠
 
）
 
0
 コ
 0
 
コ
・
（
下
）
 

 
 

コ
 が
ま
 
0
 臣
 ）
 
臣
 

Ⅰ
 
笘
づ
 
ロ
ロ
・
（
 

し
 ）
 

 
 

目
 0
 
 
）
 
目
汀
 

 
  

 
 
 

が
 コ
 
ン
斥
 由
の
曲
 コ
の
 。
二
冊
 
の
メ
 H
.
 

（
下
）
 

 
 

0
 Ⅱ
）
 
幅
 ロ
ロ
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

0
 片
口
寸
ぬ
注
本
心
～
 
隠
 ・
（
 起
 ）
 

 
 

ロ
 
0
 幅
ぃ
 
e
 
 隼
仁
 

口
 ）
 
0
 コ
リ
 
の
 ゴ
い
 
の
 ロ
 ）
の
・
（
 
巨
 ）
 

 
 

汀
 
R
 
Ⅰ
 紹
 

の
 戸
田
井
 

ぃ
 
0
 コ
 
。
片
片
～
）
の
の
 

ゴ
 宙
の
侍
ざ
コ
の
・
（
下
）
 



 
 

家
学
的
研
 

 
 

験
者
の
 

究
 と
合
同
。
 

 
 

，
ン
 0
%
 

 
 

 
 

的
 意
味
を
解
釈
し
、
修
験
 

（
 
パ
 o
r
 

の
が
）
・
（
下
）
 

 
 

コ
 的
に
赤
 
簗
 

 
 

 
 

ぅ
 と
し
た
。
彼
は
 
ス
ラ
 

 
 

 
 

剛
界
の
 マ
ン
ダ
ラ
、
す
な
 

 
 

 
 

岳
 は
の
。
の
 
ヨ
 き
目
。
 E
 耳
 ピ
臣
 

 
 

 
 

 
 

大
日
如
来
 

 
 

 
 

あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
お
 

 
 

 
 

不
動
明
王
、
修
験
者
の
成
 

 
 

 
 

秋
の
峰
で
は
、
修
験
者
が
 

 
 

 
 

、
母
体
内
で
生
育
し
 
仏
と
 
 
 

 
 

と
 、
ま
た
大
峰
山
の
修
行
 

 
 

 
 

わ
れ
、
こ
の
際
修
行
者
は
 

 
 

 
 

，
自
分
自
身
が
崇
拝
対
象
 

 
 

 
 

。
彼
は
さ
ら
に
 正
濯
頂
の
 

 
 

 
 

上
 と
地
上
の
す
べ
て
に
 
通
 

 
 

 
 

こ
と
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
 

 
 

 
 

徴
 的
に
死
ん
だ
修
行
者
が
 

 
 

は
 聖
化
Ⅱ
  

 

を
 示
す
 儀
 

 
 

 
 

は
 日
本
宗
教
・
文
化
を
研
究
し
 

 
 

ニ
シ
ェ
 l
1
 

て
い
る
諸
学
者
が
多
く
の
関
心
を
示
し
た
。
 

 
 

教
祖
の
 

 
 

し
て
外
国
人
 諸
 

学
者
か
ら
若
干
の
質
間
と
意
見
が
 
ょ
 せ
ら
れ
た
。
 

 
 

祖
に
 見
ら
 

103  (591) 



 
 

宗
教
体
験
 

 
 

験
の
過
程
 

 
 

型
に
論
及
 

し
た
。
 

 
 

イ
二
 

 
 

る
 従
来
の
 

 
 

結
果
に
基
 

 
 

コ
 ソ
は
 さ
 

 
 

、
つ
 ぎ
の
 

 
 

に
 精
神
的
 

 
 

お
い
て
 
神
 

 
 

ン
 に
な
る
 

 
 

シ
ャ
ー
 

 
 

ム
カ
 カ
リ
 

 
 

打
製
。
 
精
 

 
 

に
 行
き
詰
 

 
 

放
さ
れ
る
 

 
 

、
霊
感
・
 

 
 

る
 。
東
北
 

 
 

型
 。
盲
目
 

 
 

 
 

 
 

シ
ェ
ー
 
シ
 

 
 

 
 

0
 発
表
に
 

托
  

 

も
 若
干
の
意
見
が
だ
さ
れ
た
。
 

 
 
 
 

 
 

だ
さ
れ
㏄
 

 
 

ス
ム
 研
究
 

 
 

 
 

 
 

１
％
 ソ
、
 

 
 

と
し
、
 
示
 

 
 

れ
て
い
る
 

 
 

の
 定
義
は
 

 
 

ェ
 グ
ス
タ
 

 
 

特
質
と
見
、
 

 
 

べ
 き
 存
在
 

 
 

マ
ソ
 が
た
 

 
 

な
く
て
も
 

 
 

」
の
 カ
テ
 

 
 

ア
ン
の
 呪
 

医
 を
も
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
と
し
た
。
 

 
 

八
三
学
 

 
 

ノ
ッ
ク
な
 

 
 

本
 シ
ャ
ー
 

 
 

ぇ
 が
え
ら
 

 
 

基
 づ
く
の
 

（
佐
々
木
表
 幹
 ）
 

で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。
 



第
六
部
会
イ
ン
ド
の
宗
教
 

発
表
者
と
題
目
 

 
 

田
曲
 

口
口
 

お
 
㏄
Ⅱ
 

コ
 
Ⅰ
 
臣
ノ
が
 

（
 
ぃ
 
0
 
目
 
・
（
下
）
 

 
 

 
 

ぃ
 
（
の
由
の
の
ま
コ
ペ
・
（
下
）
 

 
 

ヨ
づ
 
Ⅱ
 
曲
ま
 

Ⅱ
 
の
 

の
 
（
 
ゴ
ぃ
 

n
m
.
 

（
下
）
 

 
 

Ⅱ
 
0
 
目
的
 

w
O
 

仁
の
 

）
 
い
 
曲
の
Ⅰ
が
 

由
 
ト
レ
 

日
 
ス
リ
・
（
 

援
 
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
毛
の
の
 

寸
 コ
ロ
ヲ
 

の
 

隼
 
）
の
Ⅱ
 

凹
由
 
Ⅰ
二
ロ
 

岸
ヨ
ぜ
 

の
（
 

お
叶
 
Ⅰ
が
 

ま
コ
 
0
 
コ
 
の
が
口
ロ
 

の
臣
コ
の
コ
プ
 

（
 
レ
 
）
 

 
 

コ
由
申
ヌ
 

Ⅰ
 
む
 
・
 

 
 

 
 

握
ヨ
 
@
 
 

ヰ
あ
 

 
 

（
 
汀
 

望
 
Ⅰ
の
Ⅱ
 

臣
由
 

0
 
Ⅱ
で
Ⅰ
の
キ
リ
コ
。
 

コ
 。
市
ハ
づ
 

き
 。
目
下
）
 

コ
 
年
日
ト
 

の
ヨ
 

・
（
下
）
 

 
 

芽
 
0
 
 

）
 
a
.
 

 
 

（
下
）
 

立
山
コ
（
米
国
）
 
@
 円
 ㏄
む
う
お
曲
目
ロ
（
Ⅱ
㏄
 

臼
ヰ
 O
 コ
 u
p
 
 

べ
 O
 幅
 p
.
 
 

（
下
）
 

 
 

の
の
 
0
 片
 ㌧
が
・
 

（
ド
 
ニ
 養
二
 -
 
の
ぺ
 0
 幅
り
・
 

o
E
n
q
p
 

 
 

が
コ
 の
の
の
 

ロ
セ
 

ぃ
 
目
の
。
 
ヨ
 遥
ふ
市
ヌ
 

Ⅰ
 

リ
コ
・
（
下
）
 

 
 

コ
 %
0
 

目
リ
二
口
 

（
 
0
%
 
㏄
 ぜ
 

 
 

下
降
 E
 卸
セ
 

 
 

㏄
）
が
せ
が
の
・
 

 
 

ゴ
い
 
の
 0
 ヰ
 

か
 
り
～
Ⅱ
ハ
ガ
～
（
Ⅰ
）
・
（
 

レ
 ）
 

 
 

平
く
 
戸
 
㍉
在
日
 

（
下
）
 

第
セ
 部
会
イ
ス
ラ
ム
 

発
表
者
と
題
目
 

 
 

0
 コ
 の
の
 
せ
侍
 
0
 ヰ
 

日
日
）
 

リ
コ
ト
づ
 
Ⅰ
の
正
ヨ
・
（
 

下
 ）
 

 
 

（
下
）
 

 
 

由
り
Ⅰ
 

ヲ
 
・
（
下
）
 

 
 

隼
 0
 
の
の
Ⅰ
 

ロ
ヴ
 

e
 隼
 

 
 

 
 

 
 

（
下
）
 

 
 

2
%
0
 

毛
が
Ⅰ
巨
の
㏄
 

 
 

が
ロ
）
 
e
 
（
 
す
 。
 隼
 0
 ）
 
0
 ゆ
せ
 
・
（
下
）
 



 
 

Ⅱ
ロ
ロ
 

ト
コ
 
0
 コ
 

 
 

目
口
目
 
曲
 

Ⅱ
 
ヴ
 Ⅱ
 ゴ
 
リ
 ロ
 
ヨ
田
・
 ハ
ロ
 Ⅰ
 
リ
 二
円
（
 
由
 ・
 ワ
ミ
 
串
ぃ
コ
リ
ト
ト
 

の
 

。
 ト
 Ⅰ
 ト
 の
の
㍉
）
・
（
 

卜
 ）
 

 
 

匹
 ㏄
（
 

目
ヰ
 。
 

古
血
の
 

0
 
0
 

（
二
の
Ⅰ
お
目
性
。
二
の
・
（
 

尼
 ）
 

 
 

）
の
 ゆ
 二
ロ
 が
 

の
す
 
ロ
ぃ
 

侍
の
珪
 

す
 8
 ロ
 
0
 的
山
 
楚
臣
 
・
（
 
い
 ）
 

 
 

Ⅰ
 、
 
）
Ⅰ
 

z
 
a
 

Ⅱ
 

の
 悪
人
 
Q
 養
ぎ
 （
 
す
 0
 目
幅
ゴ
 
Ⅰ
 0
 片
目
 仁
 -
 
（
 
ゅ
 
N
 
ま
由
 0
 曲
 
0
 Ⅹ
叶
の
・
（
下
）
 

 
 

の
 
。
 コ
の
 ）
 
目
 

ヲ
 ミ
 
ロ
す
曲
 
ヨ
ロ
）
 
り
隼
，
の
レ
 

Ⅱ
が
 
呂
 p
.
 

（
下
）
 

 
 

セ
 0
 Ⅰ
 田
す
 
0
 

 
 

 
 

 
 

Ⅱ
 
0
 ヴ
 ）
の
 
コ
 
@
 0
 ヰ
 

や
 ヴ
白
，
下
ロ
Ⅱ
 

注
 ・
 
綿
コ
 &
H
.
 
（
下
）
 

 
 

Ⅰ
 
り
 二
 %
 
の
コ
ロ
 
の
の
 

の
 コ
 %
 Ⅰ
建
三
の
㌧
Ⅱ
の
・
）
の
 

団
 ゴ
 
@
 五
二
の
・
（
中
）
 

 
 

下
 ）
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 ｜
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0
 
そ
セ
 

 
 

は
 伝
承
に
 

 
 

。
「
序
説
  

 
 

転
変
説
 

 
 

一
一
一
頁
）
 

 
 

」
に
あ
る
。
 

 
 

全
体
の
 

本
論
を
構
成
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
 う
 。
 

 
 

さ
れ
て
 

 
 

そ
ら
く
 

 
 

れ
る
。
 著
 

 
 

お
い
て
 

 
 

と
い
う
も
）
 
1
 

 
 

 
 

法
 が
考
え
㏄
 

 
 

の
 カ
ー
リ
 

3
1
 

 
 

な
が
ら
 全
 
1
 



 
 

典
の
構
造
 

 
 

と
づ
い
て
 

 
 

る
 。
…
一
明
 

 
 

伝
統
を
形
 

 
 

帰
納
的
に
 

 
 

を
 主
と
す
 

 
 

独
自
な
 立
 

 
 

た
な
組
織
 

 
 

説
 」
一
二
 

 
 

る
い
は
 

 
 

の
か
、
 明
 

 
 

っ
て
第
一
 

の
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
 
よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
 

 
 

れ
ば
、
 

 
 

本
論
は
 

 
 

る
 。
 第
 

 
 

0
 
 頗
 ）
 、
 

 
 

）
 、
 。
 
づ
ノ
 
-
 
フ
 

 
 

第
五
五
 

 
 

ァ
ラ
 

 
 

１
々
 
の
 

 
 

八
て
 
几
 、
一
一
八
 

 
 

八
九
 ｜
セ
 

 
 

に
は
、
 そ
  

 

 
 

 
 

 
 

頁
に
 亘
の
 

 
 

頚
 
（
 
め
弟
二
 ㏄
 

 
 

つ
く
解
明
 

 
 

れ
ば
、
 五
 

 
 

批
判
的
 総
 

 
 

ら
の
部
分
 

 
 

は
 評
者
に
 

 
 

念
こ
、
 

，
 v
 

 
 

。
四
は
 

 
 

文
 の
 解
 

 
 

著
者
は
諸
 

 
 

述
べ
て
い
 

 
 

う
 な
印
象
 

 
 

で
、
 結
弘
珊
 

的
な
纏
め
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

 
 

に
お
い
 

 
 

説
 が
一
般
 

 
 

す
る
。
 

 
 

お
い
て
そ
 

 
 

基
礎
の
上
 

 
 

要
 内
容
を
 

 
 

。
転
変
説
 



 
 

こ
れ
よ
り
 

 
 

る
 。
そ
し
 

 
 

 
 

ね
 、
一
切
 

 
 

開
ヒ
二
 

 
 

サ
ー
 ソ
キ
 

 
 

㏄
の
口
 

口
 の
目
 
由
 

 
 

古
典
 サ
｜
 

 
 

ハ
で
・
 

ト
 
0
 ㏄
）
 

で
あ
る
と
性
格
 づ
 げ
て
お
り
、
注
目
に
価
す
る
。
 

 
 

研
究
 

 
 

（
「
十
本
 

胡
笘
 

 
 

氏
 に
よ
っ
 

 
 

て
は
、
 村
 

 
 

一
九
 セ
 

 
 

す
で
に
 指
 

 
 

め
て
 繰
返
 

 
 

な
 疑
問
 の
 

一
 つ
を
 記
す
に
留
め
 度
い
 。
 

 
 

に
、
著
 

 
 

、
帰
納
的
 

 
 

繊
 に
お
い
て
 

 
 

法
を
採
用
し
て
 

 
 

依
 月
参
照
し
て
 

 
 

見
地
に
立
 

 
 

て
い
る
が
 

 
 

、
 依
 月
参
 

 
 

。
ま
た
 著
 

 
 

と
 原
則
と
 

 
 

も
何
 世
紀
 

 
 

｜
ソ
キ
ヤ
 

 
 

て
い
な
い
 

 
 

2
 ）
）
の
 

 
 

い
と
言
 う
 

 
 

し
て
も
、
 

 
 

由
を
挙
げ
 

 
 

ぃ
 注
釈
が
 

 
 

い
る
作
業
 

 
 

制
約
 総
 

 
 

よ
り
も
す
 

 
 

昇
ほ
つ
い
 

 
 

者
が
論
じ
 

 
 

早
 な
投
 げ
 

 
 

そ
の
各
々
 

 
 

つ
い
て
 

 
  
 

詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
べ
ぎ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

々
千
倉
㏄
 

 
 

す
る
者
の
巧
 

 
 

 
 

は
こ
れ
ま
 



第
一
節
ペ
ル
シ
ア
時
代
前
期
の
諸
資
料
 

第
二
節
詩
篇
 と
餓
言
 

第
三
節
歴
代
講
記
者
 

第
四
節
 

ヨ
 ブ
記
 と
 伝
道
文
書
 

第
三
章
新
約
思
想
へ
の
展
望
 

 
 

さ
れ
て
 ぃ
 

る
 0
 

 
 

の
 書
き
 

 
 

の
 問
を
 、
 

 
 

め
ぐ
る
さ
 

 
 

ユ
 ダ
の
 民
 

の
 思
想
史
的
展
開
を
跡
づ
け
る
。
 

 
 

た
ち
に
 

 
 

た
 考
え
か
 

 
 

書
の
中
間
 

 
 

旧
約
諾
 文
 

 
 

す
る
聖
書
 

 
 

る
 0
 と
も
 

 
 

れ
た
森
で
 

 
 

。
 
ほ
 、
本
書
 

 
 

は
お
の
ず
 

か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

の
ユ
 ダ
 

 
 

、
こ
れ
を
 

A
5
 
 

二
五
 

セ
頁
 

昭
和
四
八
年
三
月
大
明
堂
 刊
 

定
形
 
日
 佐
雄
 

 
 

学
位
論
 

 
 

題
の
所
在
 

と
 方
法
の
述
べ
ら
れ
る
序
に
つ
い
で
、
 

第
一
章
旧
約
末
期
の
時
代
史
概
観
 

第
一
節
ペ
ル
シ
ア
時
代
 

第
二
節
初
期
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
 

 
 

序
 

 
 

労
作
の
公
 

 
 

ぎ
な
喜
び
 

 
 

期
待
し
て
 

止
ま
な
い
。
 

（
 A
5
 
 

六
十
四
十
七
六
 

0
 十
二
九
十
八
頁
京
都
 あ
 

ほ
ろ
ん
 社
 刊
、
昭
和
四
九
年
三
月
、
￥
 
セ
 、
 0
0
0
 
）
 

赤
日
道
雄
 著
 

「
旧
約
聖
書
 捕
囚
 以
後
の
思
想
史
 ヒ
 

神
の
応
報
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
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が
 認
め
 

 
 

そ
の
国
内
 

 
 

 
 

い
た
民
が
 、
 義
し
き
も
の
 

 
 

 
 

ヤ
ハ
ウ
ェ
の
 審
 き
を
受
 け
 

 
 

 
 

き
、
疑
 う
 、
一
連
の
思
惟
 

 
 

 
 

）
・
 
a
 （
（
目
 
さ
 ・
（
何
時
ま
で
 

 
 

 
 

マ
ラ
キ
 書
の
「
 司
 
我
は
汝
を
 

 
 

 
 

ろ
が
、
 汝
 ら
は
、
「
何
の
 

 
 

 
 

ヒ
と
 言
っ
て
い
る
。
（
 
一
 

 
 

 
 

。
そ
し
て
 ヨ
 ブ
記
の
「
 懐
 

 
 

 
 

線
上
に
位
置
す
る
。
 

 
 

し
 っ
 

 
 

ヤ
 人
の
へ
 

 
 

出
し
た
。
 

 
 

批
判
す
 

 
 

新
生
し
、
 

 
 

-
 
フ
 ・
 ら
不
 

・
 へ
 

 
 

 
 

の
 「
 繊
悔
 史
的
な
 詩
 」
、
 歴
 

 
 

 
 

っ
 が
れ
て
い
る
。
 

 
 

ウ
ェ
 に
 忠
 

 
 

と
は
 別
 

 
 

と
は
、
 明
  

 

ヨ
目
 
（
 
た
 

ら
か
で
あ
る
 

 
 

っ
 た
り
、
 

 
 

に
著
わ
  

 

の
な
か
、
 

 
 

応
報
 観
 な
 

 
 

道
で
あ
 

 
 

神
の
応
報
 

 
 

開
 過
程
が
分
析
 

 
 

 
 

難
や
矛
盾
に
満
ち
た
現
実
を
 、
 

 
 

能
 な
も
の
は
、
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

ほ
 つ
い
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思
想
を
析
 

出
し
、
新
約
思
想
へ
の
 
橋
 わ
た
し
を
行
 う
 。
 

 
 

ヘ
ル
 書
 

 
 

フ
ト
詔
一
 

 
 

解
釈
の
書
 

 
 

の
 思
想
が
 

 
 

が
 検
証
さ
 

 
 

の
日
の
思
 

 
 

0
 日
で
も
 

 
 

向
 が
あ
 

る
 。
 

 
 

き
 め
 

 
 

れ
ば
、
 

 
 

の
 書
は
 

 
 

ラ
ビ
 

 
 

に
こ
の
 書
 

 
 

た
 旧
約
 蔵
 

 
 

て
お
り
、
 

ラ
ビ
文
学
の
律
法
学
者
へ
の
傾
斜
を
示
し
て
い
る
。
 

 
 

」
 ま
ヰ
 

Ⅰ
 

 
 

述
べ
て
い
 

 
 

人
の
救
い
 

 
 

す
べ
き
こ
 

 
 

に
は
、
 律
  

 

観
、
罪
悪
 

8
 

 
  

 

観
 へ
向
 ぅ
 方
向
が
認
め
ら
れ
る
。
 

 
 

極
点
に
の
 

 
 

思
想
に
結
㏄
 

果
 す
る
。
 

 
 

は
、
著
 

 
 

よ
 う
 に
 結
 

ん
で
お
ら
れ
る
。
 

 
 

コ
と
 

 
 

て
い
る
で
 

 
 

す
る
こ
と
 

 
 

料
 そ
の
も
 

 
 

読
む
者
の
 

 
 

一
つ
の
方
 

 
 

る
 詳
細
な
 

議
論
を
出
来
る
限
り
避
け
た
所
以
が
こ
こ
に
あ
る
。
」
 

 
 

民
 」
に
 

 
 

あ
ろ
う
 

 
 

学
説
論
争
 

 
 

と
も
少
な
 

 
 

 
 

民
衆
の
思
 

 
 

に
 、
共
感
 

と
 敬
意
を
表
す
る
者
の
一
人
で
あ
る
。
 

 
 

る
 O
 と
 



と
 

 
 

 
 

脇
本
平
他
 

介
 

紹
 

日 

本   

  出 日ホノ 不 「 

年 数 
の と 

    
月 
  

員 

鈴 
ム ム 

木 
  

出版 

編 

社 

 
 

思
わ
れ
た
 

 
 

だ
り
に
な
 

る
こ
と
を
恐
れ
は
す
る
が
。
 

 
 

最
近
 

 
 

基
督
教
学
 

 
 

性
 に
戸
惑
 

い
を
覚
え
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

ま
な
問
題
 

 
 

 
 

 
 

る
い
は
た
 

 
 

な
 社
会
層
 

 
 

げ
た
ら
、
  

 

開
催
し
て
 

 
 

題
 」
、
 P
 

 
 

題
 」
と
い
 

 
 

員
 総
会
で
 

 
 

全
一
致
 

 
 

会
の
設
置
 

 
 

と
 教
育
に
 

 
 

組
織
や
活
 

 
 

約
二
十
五
 

 
 

ね
て
き
 

 
 

思
わ
れ
る
 

業
績
が
本
書
で
あ
る
。
 

 
 

中
学
 

 
 

に
じ
っ
く
 

 
 

や
く
国
ま
 

 
 

五
年
度
の
 

 
 

題
し
、
 
文
 

 
 

ム
ロ
研
究
の
 

 
 

、
本
書
は
 

 
 

育
と
宗
教
 

 
 

に
お
け
る
の
 

   
 

 
 

宗
教
と
教
育
と
の
諸
問
題
」
で
あ
る
。
 

 
 

係
 」
と
㎎
 

 
 

 
 

学
校
に
お
 



 
 

「
主
力
 

 
 

ば
な
ら
な
 

 
 

 
 

実
際
の
調
査
は
昭
和
四
五
 

 
 

小
池
 長
 

 
 

る
こ
と
 

 
 

 
 

こ
も
ご
も
に
筆
を
と
っ
 

 
 

 
 

角
 的
に
展
開
し
て
み
せ
 

 
 

 
 

ら
む
し
ろ
控
え
目
な
口
調
 

 
 

 
 

も
の
が
す
こ
ぶ
る
多
い
。
 

 
 

 
 

裏
切
る
も
の
も
あ
っ
て
 
、
 

 
 

 
 

さ
ら
に
読
者
自
ら
の
解
釈
 

 
 

 
 

く
と
、
 つ
 ぎ
つ
ぎ
に
っ
き
 

せ
ぬ
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。
 

こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

二
部
は
 
 
 

書
い
て
 

 
 

 
 

。
万
法
は
質
問
紙
法
に
 
ょ
 

 
 

キ
リ
ス
ト
 

 
 

国
 調
査
、
 

 
 

 
 

、
六
二
 0
 タ
 ス
 ほ
か
に
 参
 

 
 

 
 

ら
 計
八
八
九
名
で
あ
る
。
 

 
 

、
 1
 理
 

 
 

三
部
の
内
 

 
 

 
 

5
 社
会
型
、
 6
 審
美
型
 と
 

 
 

 
 

生
徒
が
日
常
生
活
で
体
験
 

 
 

 
 

六
型
に
あ
て
は
ま
る
 
よ
う
 

 
 

 
 

を
質
問
表
と
し
て
生
徒
に
 

 
 

 
 

0
 度
 ム
口
 
を
五
段
階
に
分
 け
 

 
 

 
 

計
 的
に
処
理
し
、
価
値
 意
 

い
る
。
 

識
の
大
体
の
傾
向
を
さ
ぐ
 る
ぅ
 と
す
る
。
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1
 現
世
 

 
 

神
 、
 6
 さ
 

 
 

儀
式
、
Ⅱ
 

 
 

。
こ
れ
ら
 

 
 

間
は
神
に
 

 
 

進
歩
し
て
 

 
 

せ
つ
 
く
 

 
 

げ
て
 問
 

 
 

 
 

て
い
る
 

 
 

一
部
で
あ
 

 
 

す
な
わ
 

 
 

宗
教
、
 4
 

 
 

の
 有
無
 と
 

 
 

経
験
の
有
 

 
 

に
 、
価
値
 

意
識
お
よ
び
宗
教
意
識
と
の
関
係
を
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
。
 

 
 

「
価
値
 

 
 

の
 関
係
」
 

 
 

わ
け
て
 

 
 

の
め
ホ
教
意
識
の
 

 
 

た
る
統
計
数
字
 

 
 

 
 

 
 

つ
 ぎ
の
 ょ
 

う
 な
も
の
が
あ
る
。
 

 
 

に
 対
す
 

 
 

へ
か
 
り
 田
 
Ⅱ
 

 
 

も
の
 

 
 

0
%
 

 
 

数
立
白
州
 

識
 

の
 特
徴
と
考
え
て
よ
い
と
思
 う
 。
 

 
 

ら
な
い
 

も
の
と
解
答
し
た
。
 

 
 

で
き
る
 

 
 

 
 

 
 

か
な
 相
 

 
 

る
が
す
 

べ
て
 逆
 相
関
を
示
し
て
い
る
。
 

 
 

的
 価
値
 

 
 

力
 的
、
 

経
済
的
，
打
算
的
価
値
意
識
が
や
や
高
い
。
 

 
 

の
り
」
 

 
 

つ
、
し
 

 
 

て
は
逆
の
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

こ
と
が
（
 

、
 

6
 

 
 

教
 意
識
れ
 

 
 

と
の
か
か
わ
り
を
は
っ
き
り
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 



 
 

と
 同
時
に
 

 
 

と
を
推
測
 

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

て
お
き
 

 
 

一
 し
て
ほ
 

 
 

慣
れ
た
 目
 

 
 

に
な
っ
て
 

 
 

 
 

 
 

ま
い
か
。
 

 
 

す
る
 意
 

 
 

い
う
こ
と
 

 
 

シ
ュ
フ
 

 
 

ュ
ブ
 ラ
 ソ
 

 
 

げ
る
「
 美
 

 
 

目
で
は
、
 

 
 

、
審
美
 

 
 

て
は
い
 

 
 

田
中
君
が
 

 
 

成
す
る
こ
 

 
 

め
 だ
 る
ぅ
 

 
 

雑
 な
も
の
 

 
 

の
よ
い
 友
 

 
 

さ
れ
て
 ぃ
 

 
 

な
い
こ
と
  

 

い
か
な
く
 

   
 

 
 

 
 

 
 

ず
れ
は
避
の
 

 
 

 
 

で
も
な
い
 

 
 

唆
抹
 さ
 

 
 

ら
れ
る
。
 

 
 

心
得
て
い
 

 
 

そ
の
最
初
 

 
 

。
ま
た
、
 

 
 

四
三
・
四
 

 
 

た
の
で
あ
 

 
 

値
 意
識
の
 

 
 

よ
か
っ
た
 

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 

 
 

し
 
、
こ
 
ナ
 『
 
罰
 

 
 

に
よ
っ
て
 

 
 

て
は
、
 
も
 

 
 

安
斎
 伸
 、
 

 
 

小
野
蚕
 

 
 

生
 の
古
本
数
 

 
 

す
る
調
査
 

 
 

の
ず
か
ら
 

 
 

。
「
教
科
 

 
 

書
 廃
止
ま
 



 
 

校
 日
本
史
 

 
 

い
る
。
古
本
 

 
 

に
手
を
染
 

 
 

稚
園
 ・
 小
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

的
 展
望
の
 

 
 

人
間
観
」
 

 
 

日
本
に
と
 

 
 

達
巳
は
、
 

 
 

若
き
世
代
 

 
 

の
 実
験
 例
 

 
 

調
査
研
究
 

の
 比
較
的
新
し
い
「
文
献
目
録
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

ヵ
Ⅰ
 

よ
 、
一
 

 
 

い
 う
 問
題
 

 
 

た
し
か
に
 

 
 

集
大
成
と
 

 
 

で
は
な
い
 

 
 

あ
る
、
 と
 

 
 

ら
れ
て
 き
 

 
 

い
る
 0
 「
カ
ト
 

 
 

ト
教
 兼
学
校
と
 

 
 

 
 

執
筆
者
紹
介
 

中
牧
 
弘
光
 

向
井
 

亮
 

竹
村
敏
男
 

八
田
幸
雄
 

橋
本
芳
契
 

後
藤
光
一
郎
 

佐
々
木
表
 幹
 

石
川
耕
一
郎
 

前
田
専
 学
 

定
形
 日
 佐
雄
 

脇
本
手
 也
 

東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
 

北
海
道
大
学
助
手
 

文
化
庁
宗
務
課
専
門
職
員
 

大
阪
府
立
三
国
 丘
 高
等
学
校
教
諭
 

金
沢
大
学
教
授
 

東
京
大
学
助
教
授
 

駒
沢
大
学
教
授
 

昭
和
大
学
教
授
 

東
京
大
学
助
教
授
 

立
教
大
学
講
師
 

東
京
大
学
教
授
 

 
 

上
げ
て
 ぃ
 

 
 

り
 方
を
し
 

 
 

各
位
の
 
一
 

読
 を
お
す
す
め
し
た
 
い
 。
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理
事
会
 

日
時
昭
和
五
一
年
一
月
一
四
日
午
後
五
時
半
 
｜
 八
時
 

場
所
学
士
会
館
分
室
三
号
室
 

 
 

小
口
 偉
 

一
 、
窪
 
徳
忠
 、
桜
井
秀
雄
、
玉
城
 
康
 四
郎
、
田
丸
 徳
善
 、
 

住
戸
田
六
三
郎
、
前
田
 
護
郎
 、
丸
 川
 亡
夫
、
柳
川
啓
一
、
脇
 

水
平
他
 

議
題
 

一
 、
新
入
会
員
の
承
認
 

別
記
 セ
 名
を
新
た
に
学
会
員
と
し
て
承
認
し
た
。
 

一
 、
編
集
委
員
紹
介
 

 
 

嘱
す
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。
 

一
 、
昭
和
五
一
年
度
日
本
宗
教
学
会
学
術
大
会
に
つ
い
て
 

 
 

 
 

あ
っ
た
。
 

一
 、
常
務
理
事
選
出
 

 
 

選
出
し
た
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
2
 

 
 

(
6
1
2
)
 

一
 、
宗
教
史
研
道
委
員
報
告
 

第
九
期
の
日
本
宗
教
学
会
か
ら
の
委
員
は
、
植
田
重
雄
、
大
 畠 

清
 、
小
口
健
一
、
脇
本
平
他
の
 
四
 氏
が
留
任
と
な
っ
た
。
 

 
 

氏
 が
委
員
と
し
て
留
任
と
な
っ
た
。
 

一
 、
国
際
会
議
代
表
派
遣
に
つ
い
て
 

 
 

し
た
。
 

金
 新
入
会
員
紹
介
 

秋
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The Divine Symbols of the ogi Festival in Kurokawa 

Hirochika NAKAMAKI 

The symbolic cognition lies between the conceptual cognition and the 

sensual cognition, having both, the abstract generality and the concrete 

particularity. The symbol of 'kami' (8) is no exception and should be 

treated as representation of human imagination. 

Ogisama is the most dominant symbol of divinity in the ag i  Festival 

which is held on Feb. 1 and 2 in Kurokawa, Yamagata Prefecture. Ogisama 

is represented in a pair of symbols, each belonging either to 'kami-za' (the 

upper group) or 'shimo-za' (the lower group). These symbols are carried 

into their respective 'tbya' house from the Kasuga Shrine. At the 'toya' 

house the 'noh' drama is performed by the members of 'noh-za' group all 

night long. 

'Za' (the Shinto parish organization) of the Kasuga Shrine has not 

only characteristics of dual organization, but also those of dual aspects 

functioning as 'miya-za' (the worship group) and 'noh-za' (the 'noh' 

group). The former is represented in the masculine or feminine character 

of Ogisama and the latter is represented in 'bonden' (the divine symbol) 

and '6gi' (the fan). 

I have also analyzed two other symbols of divinity, 'shime' (the three 

wands with strips of paper) and the childlen who perform 'daichibumi' 

(the dance for stumping on the ground). I have interpreted 'shime' as 

the symbol of community and the children as showing supernatural 

abilities. The former is more abstract than Ogisama, transcending the 

duality of 'za', whereas the latter is more concretely appealing to the 

emotions of the audience. 

Thus, some levels of symbolic cognition, abstract and/or concrete, are 

reflected in the divine symbols of the Ogi Festival. 



The Formation of the Mahayana Thought in Asanga, 

with Reference to the Founder of the Yogacara School 

Akira MUKAI 

The tradition, introduced into China by Paramarta, informs us of 

Asafiga's transition from Hinayiina to Mahayiina : (I) Asahga, after 

practising meditation in the Hinayana school, learnt the doctrine of the 

Siigyatii from arhat Pigdola, was still unsatisfied (11) Then, by the 

magical powers, seeing the bodhisattva Maitreya in the Tusita heaven, 

Asafiga penertated into the Mahayana doctrine of the iEAyatii with 

Maitreya's instruction, (111) and received the Yogiiciirabhiimi from 

Maitreya. It was traditional to assume that this legend of Asahga was a 

sheer invention intended to give authority to what was really Asafiga's 

work. But H. Ui showed that Maitreya was a historical personage and 

the teacher of Asahga, and that later he has been identified with the 

mythical bodhisattva. Since then, the founder of the Yogiiciira school has 

been much discussed, but the matter is not yet quite settled. 

In this short treatise, we made an attempt to throw light upon the 

chief factors which influenced the conversion of Asahga to a Mahiiygnist : 

(I) Before Mahiiyiina, Asahga may have belonged to the Yogiiciiras 

who, according to the Abhidarmavibhiisa, were the followers of the 

yoga practice. The teacher Pigdola was not a historical person, but one 

of the mythical "sixteen arhats". 

(11) The teacher Maitreya was also the mythical bodhisattva of Mahii- 

ygna. As a result of practising the yoga, Asahga may have received a 

vision of the bodhisattva. In Asahqa's time, the Mahgyiinic cult of 

Maitreya has been fairly widespread. 

(111) The work YogEcErabh i im i ,  which is the most basic text of the 

Yogiiciira school, was compiled by Asaliga. Thus, Asahga must be 

considered the real founder of the Yogiicara school. 



A Study of Shugen-ein-sb-mandala 

Yukio HATTA 

Shugen-ein-so-mandala expresses a view of Shingon-shugen, which is 

also called Tozan school or Ein school. Its maqdala is composed of 146 

seeds (bija $35)  in esoteric Buddhism. These seeds show deities of 

Vajradh~tu-mandala and Garbha-mandala. Moreover, as with many deities 

of the Shugen cult, which are Nagarjuna (GM), Acalangtha (Fudb FB) ,  
Kanikrodha (Kong6-doji &R4&5), Sarasvati (Benzai *F!) ,  Jinja ('$@$), 

the Great Bear deities (Hokuto-shichisei ;fh ++g),  the Zodiac (Jiinikyii 

f - ~ g ) ,  28 solar stages along the zodiac (Nijii-hasshuku I+/\@), and 

many other deities. 

Shugend~  gives a holy place to ascetic exercises, and makes the objects . 

of worship steep mountains and those sights of natural beauty. Shugendo 

teaches how to conquer the pain of human life through ascetic exercises 

such as steep mountain climbing, and it awakens human nature through 

association with beautiful mountains or graceful landscapes. The religious 

experience of the former was taught by the doctrine of Vajradhatu- 

mandala, while the latter was Garbha-mandala, but, these religious 

experiences were originally regarded as a unity. To  master hard training 

by mountain climbing and to build up purity of mind by contemplating 

natural beauty endow us with many unusual virtues. These virtues were 

shown by the symbols of the following deities. 

Nggarjuna symbolizes mastery of the mysteries of the Mahiiyiina 

Buddhism. Acalangtha and Kanikrodha symbolize destruction of all the 

evils in the world, and build up subjectivity in their place. Rggariija 

symbolizes the avoidance of calamities and the achievement of prosperity: 

Sarasvati the eloquence in speech, wisdom, longevity, and victory on the 

battlefield, as well as providing protection against natural disasters : Jinja 

the destruction of all the demons of ill-health, and the bringing of health 

and long life. The Great Bear deities, the Zodiac, and the deities of the 

28 solar stages along the Zodiac show the transcendental power achieved 

by a disciple of Shugendo, who governs fortune or misfortune, and good 

or evil, since the movement of constellations sways the destiny of all. 



On the Term "~ijfiapti" 
-Based on Examples From the Tibetan Translation 

of the Mahnyanasamgraha- 

Makio TAKEMURA 

The original term for "wei-shih" (I$$%) is not vijfiiinamiitra, but vijfia- 

ptimiitra, and hence, it is necessary to investigate the meaning of the 

term vijfiapti. In the Tibetan translations of the Yogaciira school, beacuse 

the two terms are distinguished as rnam par  Ses pa and rnam par  r ig  

pa, we will discuss the meaning of vijfiapti primarily based on the 

Tibetan translation of the Mahiiyiinasarizgraha (MS). 

First, in the MS, it is defined that vijfiiina, vijfiapti, upalabdhi, and 

graha?za are synonyms. They are functions which seize objects. However, 

in the Yogaciira school, external realities are denied, and i t  is asserted 

in the Sandhinirmocana-siitra, which the MS quotes, that vijfiiina itself 

possesses the object which has been manifested by vijfiapti. Therefore, 

vijfiapti means, in and of itself, the function of manifesting objects. 

Further, in the MS, it is clearly maintained that vijnapti is divided 

into two aspects : nimitta and darsin. Specifically, this means that cakpr -  

vijfiapti, etc., contains riipavijfiapti, etc. and its vijiiiinavijfiapti, etc., 

and that manovijfiapti contains all the vijfiapti from c a k p  to dharma 

and the manovijfiiinavijfiapti. In other words, vijfiapti has, within itself, 

the vijfiapti of nimitta and the vijfiapti of dcrsin. This means that 

functionally, vijnapti is self-contradictory, that is, it separates itself into 

two aspects which cognize each other. 

Accordingly, vijfiaptimiitra is not mere idealism. It means that the 

world phenomena are formed merely by the self-contradictory functions 

of vijfiapti and that there is no reality which can be objectively held. 




